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第１章  目  的 
本地区は、土地利用に適したもも・ぶどうの果樹生産を基幹産業として行い、果樹生産の代表的な産地として市の地域経済の一翼を担うとともに、美しい郷土景観を形成して観

光的魅力をもたらしている。しかし、中山間地域という不利な立地条件から、道路・水路整備が不十分であるため、作業効率の低下、品質の低下を招いている。また、区画が分

散しており狭小・不整形であるため、機械化導入が進まず効率的な営農が難しい状況である。その結果、農業従事者の減少・高齢化の進行や、これに伴う休耕地・遊休農地が増

加傾向にある。また、イノシシやシカなどによる農作物への深刻な獣害等の要因が重なり、営農意欲の減退、更なる担い手の減少等により耕作放棄地の増加が進行し、地域の活

力が衰退するといった負の連鎖により、多くの問題が発生している。 

このため、市全域との調整を図り農業施策を行っていくとともに、用排水路・農道整備・区画整理をより一層整備し、獣害防止対策を行うことにより、農業生産の向上、優良農

地の確保、担い手の経営規模拡大・農地の集積など緊急性の高い諸課題に対処していく必要がある。また、事業を行うことで農業生産の向上のみならず、作業効率の向上及び維

持管理労力の低減が図ることが出来る。これにより確保できる余剰時間を近隣に設置されている農作物直売所、IC等を活用して、特産品の販売、観光型農業の振興を図り、地区

の農業振興を図っていくことが重要である。 
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第２章 地域及び地積 

第１節 地  域 

（第１表） 

事 業 名 地    域 

中山間地域総合整備事業 

（生産基盤型) 
山梨県笛吹市御坂町上黒駒 

 

第２節 地  積 

（令和５年３月現在） （第２表） 

事 業 名 
現況地目 

市町村名 

田 

（ha） 

畑 

（ha） 

原野 

（ha） 

山 林 

（ha） 

その他 

（ha） 

計 

（ha） 
備  考 

農業用用排水施設 笛吹市御坂町 0.0  4.2 0.0 0.0 1.1  5.3  

農 道 〃 0.0 20.1 0.0 0.0 2.6 22.7  

ほ 場 整 備 〃 0.0 8.3 0.0 0.0 2.3 10.6  

農 用 地 の 保 全 〃 0.0 67.9 0.0 0.0 8.2 76.1  

(重複受益) 〃 （0.0） （32.6） （0.0） （0.0） （6.0） （38.6）  

計  0.0 67.9 0.0 0.0 8.2 76.1  
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第３章 現  況 
第１節 気象及び海象 

１．一般気象 （位置 東経 138°33′02″ 北緯 35°40′00″ 標高 272m）                              （第３表－１） 

観測所名 甲府地方気象台 かんがい期 非かんがい期 計 

又は平均 
備    考 

観測期間 S26 年～H12 年 5 月 ～ 9 月 10 月 ～ 4 月 

平 均 気 温 （℃） 22.6 ℃ 8.3 ℃ 14.3 ℃ 平年時平均気温 

降 水 量 
平  均  （mm） 678.2 mm 431.4 mm 1,109.7 mm  

基 準 年  （mm） 622.7 mm 453.3 mm --  mm  

降水日数 
平  均 （日） 56.8 日 48.0 日 104.8 日  

基 準 年  （日） 54  日 53  日 107  日  

根 雪 期 間 根雪初 月 日 融雪 月 日 日間  

無 霜 期 間 降霜終 4 月 13 日 降霜 11 月 1 日 201 日間 甲府地方気象台 1951～2000 

最 多 風 向 SW 
最大風速 

（風向） 

32.9 m/s 

(W) 

最多風向発生時期 -- 月 ～ -- 月 

最大風速発生年月日 H 2 年 8 月 17 日 

 

２．特殊気象                                                        （第３表－２） 

観 測 所 名 
甲府地方気象台 

 第 １ 位   第 ２ 位   第 ３ 位   第 ４ 位   第 ５ 位  

備  考 
観 測 期 間 
M27 年～H20 年 

数量 年月日 
発生 
確率 

数量 年月日 
発生 
確率 

数量 年月日 
発生 
確率 

数量 年月日 
発生 
確率 

数量 年月日 
発生 
確率 

最 大 日 雨 量 
（mm） 

244.5 1945.10.6 1/100 223.3 1948.9.16 1/40 222.5 1910.8.10 1/40 213.8 1947.9.15 1/33 210.6 1967.9.27 1/30  

最 大 時 間 雨 量 
（mm） 

73.0 1978.7.8 1/52 50.8 1956.7.12 1/23 50.0 1975.5.10 1/21 47.9 1966.7.22 1/17 47.5 1943.9. 2 1/17  

最 大 連 続 雨 量 
（mm） 

498.0 
1948.10.2

～10.11 
1/82 451.5 

1910.8.2～

8.10 
1/49 419.5 

1935.9.20

～9.26 
1/26 394.2 

1896.9.6～

9.11 
1/26 390.5 

1938.6.27

～7.8 
1/25  

最大連続干天日数 
（日） 

71.0 
1973.11.1

～1.20 
1/98 57.0 

1975.12.10

～2.4 
1/62 50.0 

1944.12.1

4～2.1 
1/54 47.0 

1939.12.17

～2.1 
1/36 44.0 

1986.1.5～

2.17 
1/31 27.9 日 

 

３．海  象 

該当なしにつき記載を省略 
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第２節 土地状況 

１．地形、土壌及び浸食の程度 

（1） 地 形 

本地区は甲府盆地の東部に位置し、甲府盆地南東部の山岳地帯と、金川などによって作られた扇状地帯からなる笛吹市の果樹生産地帯である。 

（第４表－１－１） 

事業名 

地 目 田 畑・その他 受益地標高（m） 

備考 傾 斜 
 

区 分 

1/1000 
 

以下 

1/1000
～ 
1/500 

1/500 
～ 
1/300 

1/300 
～ 
1/100 

1/100 
 
以上 

計 3°以下 
3° 
～ 
10° 

10° 
～ 
15° 

15° 
～ 
20° 

20° 
 

以上 
計 最高 最低 

中山間地域総

合整備事業 

面 積（ha） － － － － － － － 40.7 27.2 － － 67.9 800 530 
 

比 率（％） － － － － － － － 60 40 － － 100 － － 

 
面 積（ha） － － － － － － － － － － － － － － 

 
比 率（％） － － － － － － － － － － － － － － 

計 
面 積（ha） － － － － － － － 40.7 27.2 － － 67.9 800 530 

 
比 率（％） － － － － － － － 60 40 － － 100 － － 

 

（２） 土 壌 

本計画区域は笛吹市の御坂山系の丘陵地に位置し、土壌は赤井統、越路原統、大川口統、御坂２統である。 

（第４表－１－２） 

項   目  

 

 

 

土壌統（区）名 

土 壌 統 （区） 区 分 一 覧 表 面 積（ha） 

備 

 

考 

土    壌    断    面 

堆
積
様
式 

母 
 

材 

事 業 名 

色 

腐 
 
 

植 

礫 
 
 

層 

酸
化
沈
殿
物 

土  性 泥炭層 
黒泥層 
及び 
グライ層 

中山間地

域総合整

備事業 

  計 表土 下層土 
 

一層 二層 三層 

赤  井  統 灰褐色 富む なし なし SCL CL CL  なし 洪積 
非固結

堆積岩 
 38.0    38.0  

越 路 原 統 黄褐色 含む なし あり CL CL CL  なし 洪積 
非固結

堆積岩 
15.2   15.2  

大 川 口 統 黄褐色 富む なし なし CL CL CL  なし 洪積 
非固結

堆積岩 
7.6   7.6  

御 坂 ２ 統 黒褐色 
頗る 

富む 
あり なし L L L  なし 洪積 

非固結

堆積岩 
15.2   15.2  
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（３） 侵食の程度 

該当なしにつき記載を省略 

 

２．土地分類 

該当なしにつき記載を省略 

 

３．土地利用の状況 

（令和５年３月現在） （第４表－３） 

事 業 名 

土地利用別 

 

 

 

 

 

市町村名 

耕             地 山   林 採
草

放
牧

地 

原

野 

そ

の

他 

計 
備  考 

水

田 

普

通

畑 

牧

草

畑 

果

樹

園 

茶

園 

そ
の
他
の 

樹

園

地 

用

材

林 

薪

炭

林 

(ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) 

農 業 用 

用排水施設 
笛吹市 0.0 0.0 0.0  4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1  5.3  

農 道 〃 0.0 0.0 0.0 20.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 22.7  

ほ 場 整 備 〃 0.0 0.0 0.0 10.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 11.4  

農用地の保全 〃 0.0 0.0 0.0 67.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.2 76.1  

(重複受益) 〃 (0.0) (0.0) (0.0) （34.6） (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) （4.8） （39.4）  

               

合 計  0.0 0.0 0.0 67.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.2 76.1  
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４．土地所有の状況 

（令和５年３月現在） （第４表－４） 

事業名 
所有別 

区分 
個 人 有 土地改良区有 市町村有 県 有 国 有 計 備  考 

農
業
用
用
排
水
施

設 

面  積 （ha）  5.3       5.7 

 

受益者数 （人） 27       27 

筆  数 （筆） 194       194 

権 利 関 係            

備考（関係戸数）         

農
道 

面  積 （ha） 22.7       24.5 

 

受益者数 （人） 90       90 

筆  数 （筆） 480       480 

権 利 関 係         

備考（関係戸数）         

ほ
場
整
備 

面  積 （ha） 11.4       11.4 

 

受益者数 （人） 44       44 

筆  数 （筆） 262       262 

権 利 関 係         

備考（関係戸数）         

農
用
地
の
保
全 

面  積 （ha） 76.1       76.1 

 

受益者数 （人） 174       174 

筆  数 （筆） 1,320       1,320 

権 利 関 係         

備考（関係戸数）         

計 

面  積 （ha） 76.1       76.1  

重複を除く 受益者数 （人） 174       174 

筆  数 （筆） 1,320       1,320 

権 利 関 係         

備考（関係戸数）         
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第３節 水利状況 

１．用水状況 

（１）用水系統 

本地区の用水は、金川から取水し地区内に排水される。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

（２）用水施設 

 (ア)取水方法一覧表 

                                                                                                                                             （第５表－１） 

項 目 

 

施設名 

か   ん   が   い   面   積 
計 水  利  権 慣行水利権 延べ取水量 

備  考 500 ha 以上 500～100 ha 100 ha 未満 

箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha 箇所 m3/s 箇所 m3/s m3/s 

貯  水  池               

井      堰               

自然取入口     1 4.2 1 4.2 － － 1 0.1 0.1  

揚  水  機               

そ  の  他               

計     1 4.2 1 4.2 － － 1 0.1 0.1  

支線用排水路 1 

 A  4.2 ha 

Q1 0.1 m3/s 

Q2  

金川より取水 
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 (イ) 改修を要する施設一覧表     

                                                                                                                                       （第５表－２） 

事業名 
項 目 

施設名 

施設名 

又は 

箇所数 

受益面積 

(ha) 
構   造 規    模 

新設年 

又は 

更新年 

改修を必要とする理由 備 考 

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業 

貯  水  池        

井      堰        

自然取入口        

揚  水  機        

用 水 路 1 4.2 B500×H400 L=0.65km 不明 

水路の老朽化や一部の未整備区間によ

り安定した水利用ができない。用水の安

定供給を図るため、改修を行う。 

 

そ の 他        

計 1 4.2      

合  計 1 4.2      

 

（３）用水に関する被害状況 

(ア) 用水不足による被害状況 

水源は、比較的良好である。 

(イ) その他の被害状況 

 老朽化により水路が破損して漏水が発生しており、営農、維持管理に苦慮している。 

 

(４)  ため池決壊の場合の想定被害状況 

該当なしにつき記載を省略 
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２．排水状況 

（１） 排水系統 

本計画地域の排水は、既設の排水路に自然排水される。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 排水施設 

（ア） 排水方法一覧表 

（第５表－４） 

事 業 名 
項 目 

施設名 

排 水 面 積 
計 排水慣行 現況排水能力 備 考 

100ha 以上 100ha～20ha 20ha 未満 

箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha （m3/s） （m3/s）  

農業用 

用排水施設 

自然 
排 水 路 -- -- -- -- 1 4.2 1 4.2 -- 0.187 

 

水 門 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 

機械 

排 水 機 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 

水門及び排水機 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 

排水路及び排水機 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 

計 -- -- -- -- 1 4.2 1 4.2 -- 0.187 

 

 

 

 

 

支線用排水路 1 

 A  2.98 ha 

Q1 0.187 m3/s 

Q2  

現況排水路へ 
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（イ） 改修を要する施設の一覧表 

（第５表－５） 

事 業 名 
項 目 

施設名 

施設名又は 

箇所数 

受益面積 

（ha） 
構  造 規  模 

新設年又は 

更新年 
改修を必要とする理由 備  考 

農業用 

用排水施設 

自然 
排 水 路 1  4.2 

土水路 

Co 水路 
L=647m 不明 

断面不足や老朽化による

溢水防止のための改修  

水 門       

機械 

排 水 機       

 水門及び排水機       

排水路及び排水機       

計 1  4.2  L=647m    

 

 

（３） 排水に関する被害状況 

現況が土水路で未整備・断面不足であるため、水路の周辺農地では出水時に湛水が生じ、営農に苦慮している。 

 

３．河川状況 

該当なしにつき記載を省略 
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第４節 道路概況   

                                                         (第６表)  

路線名 管理区分別 延長(ｍ) 
幅  員 

構造 改修の要否 備考 
全幅 有効 

市道 2020 笛吹市 402 4.0  (3.5) As 不要   

市道 2030 笛吹市  366  4.0 (3.5) As 不要   

市道 2506 笛吹市 517 5.0  (4.5) As 不要   

         

農道 2026 笛吹市 550 4.0 (3.5) Co 不要   

農道 2029 笛吹市 260 3.0 (2.5) Co 要   

農道 2032 笛吹市 189 3.0 (2.5) Co 不要   

農道 2034 笛吹市 444 3.0 (2.5) Co 要   

農道 2055 笛吹市 339 3.0 (2.5) Co 要   

農道 2056 笛吹市   852  5.0 (4.5) Co  不要   

農道 2057 笛吹市 85 3.0 (2.5) Co 要   

農道 2060 笛吹市 765 3.0 (2.5) Co 不要   

農道 2061 笛吹市 204 3.0 (2.5) Co 要   

農道 2070 笛吹市 573 4.0 (3.5) Co 不要   

農道 2071 笛吹市 172 2.0 (1.5) Co 要   

農道 2072 笛吹市 264 5.0 (4.5) Co 不要   

農道 2079 笛吹市 922 4.0 (3.5) Co 不要   

 



 

 

 

- 12 -

第５節 地域農業の概況 

１．産業別就業人口 

（令和２年１０月 国勢調査） （第７表－１） 

項目 

 

 

市町村名 

総 数 農 業 林 業 漁 業 鉱 業 建設業 製造業 

電 気 

ガ ス 

熱供給 

水道業 

情報通

信業 

運 輸 

郵便業 

卸 売 

小売業 

飲食店 

金 融 

保険業 

不 動 

産 業 

サービ 

ス 業 
公 務 その他 

備考 

（人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） 

笛吹市 35,265 5,496 27 13 4 2,615 4,699 118 433 1,457 4,974 578 403 12,296 1,160 992  

                  

                  

計 35,265 5,496 27 13 4 2,615 4,699 118 433 1,457 4,974 578 403 12,296 1,160 992  

比 率（%） 100 16 0 0 0 8 13 0 1 4 14 2 1 35 3 3  

 

２．経営耕地広狭別農家数及び耕地の分散状況並びに専兼業別農家数 

（令和２年２月 センサス） （第７表－２） 

区分 

 

市 

町 

村 

名 

農 

家 

総 

戸 

数 

 

（戸） 

経 営 耕 地 広 狭 別 農 家 数 （戸） 
１戸当たり平均農用地面積 

（ha） 

耕地の 

分散状況 

専兼業別農家数 

（戸） 

備 

 

考 

例 外
規 定
の 適
用 を
受 け
る も
の 

0.3 

 

ha 

 

未満 

0.3 

 

～ 

 

0.5 

0.5 

 

～ 

 

1.0 

1.0 

 

～ 

 

2.0 

2.0 

 

～ 

 

3.0 

3.0 

 

～ 

 

5.0 

5.0 

 

～ 

 

10.0 

10.0 

 

ha 

 

以上 

 

自
給
的
農
家 

田 畑 

樹 

園 

地 

小 

計 

草 
 
 

地 

計 

１戸

当り

団地

数 

団地

当り

面積

（ha） 

専 
 
 

業 

兼  業 

第 

一 

種 

第 

二 

種 

笛吹市 3,612 0 368 638 1,423 686 47 8 7 2  590 0.01 0.04 0.65 0.70 0.00 0.70 -- -- -- -- --  

                         

計 3,612 0 368 638 1,423 686 47 8 7 2  590 0.01 0.04 0.65 0.70 0.00 0.70 -- -- -- -- --  

比 率（%） 100 0 10 17 38 18 1 0 0 0  16 1 6  93 100 0 100 -- -- -- -- --  
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３．動力農機具及び主要家畜頭数 

（平成２２年２月 センサス） （第７表－３） 

項目 

 

 

市町村名 

動  力  農  機  具 主  要  家  畜 

備 考 
トラクター 田植機 動力防除機 

乗用型スピード

スプレイヤー 
乳牛 役肉牛 豚 鶏 

数量 

（台） 

戸数 

（戸） 

数量 

（台） 

戸数 

（戸） 

数量 

（台） 

戸数 

（戸） 

数量 

（台） 

戸数 

（戸） 

数量 

（頭） 

戸数 

（戸） 

数量 

（頭） 

戸数 

（戸） 

数量 

（頭） 

戸数 

（戸） 

数量 

（頭） 

戸数 

（戸） 
 

笛吹市 2,285 2,218 113 112 -- -- -- -- -- 2 253 4 -- -- 151 3  

                  

                  

計 2,285 2,218 113 112 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --  

100 戸当り 

数  量 

（台･頭） 

103 100 -- -- -- 6,325 -- 5,033  

利用戸数 

割  合 

（％） 

59 3 -- -- -- -- -- --  

利用戸数割合(％)＝利用戸数／販売農家総数(3,790 戸) 
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４．主要作物作付状況 

（第７表－４） 

市 町 村 名 笛吹市  計 平  均 

作 付 率 

(％) 
備 考 

総耕地面積(ha) 3,230   ,     

総本地面積(ha) 3,228   ,     

区 分 

作物名 

作物面積 

(ha) 

単位面積当り収量 

(kg/10a) 

作物面積 

(ha) 

単位面積当り収量 

(kg/10a) 

作物面積 

(ha) 

単位面積当り収量 

(kg/10a) 

水 稲    27   475      27   475   1 作物統計調査 

農林業市町村別データ 

穀類、大豆：R6年 

野菜：H24 年 

果実：H18 年 

小 麦     0     0       0     0   0 

そ ば     0     0       0     0   0 

大 豆     1    82       1    82   0 

な す    40  4,000      40 4,000   1 

そ の 他 野 菜   177       177    6 

ぶ ど う 1,120 1,286     1,120 1,286  35 

も も 1,450 1,517     1,450 1,517  46 

す も も   135   472      135   472   4 

そ の 他 果 樹   214       214    7 

計 3,164     3,164  100 

市 町 村 別 

延べ作付率(％) 
100  100  
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５．農業の動向 

（農林業センサス） （第７表－５） 

項目 

区分 

農  業 土  地 主 要 作 物 大 家 畜 動力農機具 地 域 

指定等 
備  考 

 Ｂ Ａ  Ｂ Ａ 作物名 Ｂ Ａ 家畜名 Ｂ Ａ 農機具名 Ｂ Ａ 

変
化
の
状
況
 
Ｃ
年
を
100
と
す
る
指
数
  

総 農 家 数 91 86 耕 地 89 85 水 稲 90 40 乳用牛 67 67 トラクター 41 34 
笛吹市 

 農業振興地域 

 H23.4 指定 

 

 広域濃密生産団地 

 S.48 指定 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：平成 22年 

（2010） 

 

Ｂ：平成 17年 

（2005） 

 

Ｃ：平成 12年 

（2000） 

専業農家数 112 125 田 62 53 野菜類 89 79 肉用牛 100 100 田植え機 119 82 

第 一 種 兼 

業 農 家 数 
82 57 普通畑 69 70 果樹類 99 92 豚 33 0 動力防除機 91 - 

第 二 種 兼 

業 農 家 数 
90 82 樹園地 91 87    ﾌﾞﾛｲﾗｰ 0 0 

乗用スピード

スプレイヤー 
105 - 

農  業 

従 事 者 数 
84 62       採卵鶏 125 75    

変化の 

理  由 

厳しい農業情勢に伴って農

家が減少している。兼業農

家の一部が専業農家に移行

している。 

本地域は果樹を主体と

していることから、田及

び畑地は少ない。農家減

少に伴い、全体的に減少

傾向にある。 

水稲は大きく減少し、野

菜類や果樹類に移行し

ている。果樹類は緩やか

であるが、減少してい

る。 

本地域の家畜類は少数

の農家で行われている。

厳しい農業情勢に伴っ

て減少傾向にある。 

農家減少に伴い、全体的

に減少傾向にある。 

  

 

第６節 地域環境の概況 

本地区は、甲府盆地の東部、笛吹市南東部の上黒駒地区に位置し、自然的好条件や市場圏の広域化条件を活かした、もも、ぶどうを中心とした果樹栽培が盛んであり、果樹生産

の代表的な産地となっている。 

また、背後に御坂山塊、その山間に金川に沿って点在する集落、及び秩父山地の丘陵と急峻な山岳地帯が広がっている。地形は、甲府盆地南東部の山岳地帯と、金川などによっ

て作られた扇状地帯に分けられる。 

本地区の気象条件は、温暖で、盆地特有の内陸性気候で、夏と冬の温度差は大きく、年平均気温 14.6 度、年平均降水量は 1,128 ㎜程度となっている。また、昼と夜との気温差も

大きい傾向にある。 
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第４章 一 般 計 画 

第１節 事業計画の要旨 

１．要  旨 

本地区は、土地利用に適したもも・ぶどうの果樹生産を基幹産業として行い、果樹生産の代表的な産地として市の地域経済の一翼を担うとともに、美しい郷土景観を形成して観

光的魅力をもたらしている。しかし、中山間地域という不利な立地条件から、道路・水路整備が不十分であるため、作業効率の低下、品質の低下を招いている。また、区画が分

散しており狭小・不整形であるため、機械化導入が進まず効率的な営農が難しい状況である。その結果、農業従事者の減少・高齢化の進行や、これに伴う休耕地・遊休農地が増

加傾向にある。また、イノシシやシカなどによる農作物への深刻な獣害等の要因が重なり、営農意欲の減退、更なる担い手の減少等により耕作放棄地の増加が進行し、地域の活

力が衰退するといった負の連鎖により、多くの問題が発生している。 

このため、市全域との調整を図り農業施策を行っていくとともに、用排水路・農道整備・区画整理をより一層整備し、獣害防止対策を行うことにより、農業生産の向上、優良農

地の確保、担い手の経営規模拡大・農地の集積など緊急性の高い諸課題に対処していく必要がある。また、事業を行うことで農業生産の向上のみならず、作業効率の向上及び維

持管理労力の低減が図ることが出来る。これにより確保できる余剰時間を近隣に設置されている農作物直売所、IC等を活用して、特産品の販売、観光型農業の振興を図り、地区

の農業振興を図っていくことが重要である。 

 

２．事業別面積 

（第８表） 

事 業 名 

土  地 

利用区分 

事業目的 

中山間地域総合整備事業   

計 備 考 水

田

普

通

畑

牧

草

畑

果

樹

園

そ

の

他

小

計

水

田

普

通

畑

牧

草

畑

果

樹

園

そ

の

他

小

計

水

田

普

通

畑

牧

草

畑

果

樹

園

そ

の

他

小

計

(ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha)  

農業用用排水施設 -- -- --  4.2 1.1  5.3              5.3  

農 道 -- -- -- 20.1 2.6 22.7             22.7  

ほ 場 整 備 -- -- -- 9.1 2.3 11.4             11.4  

農 用 地 の 保 全    67.9 8.2 76.1             76.1  

(重複受益)    (33.4) (6.0) (39.4)             (39.4)  

                     

計 -- -- -- 67.9 8.2 76.1             76.1  
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第２節 営農計画及び土地利用計画 

１．営農計画の概要 

現在笛吹市で展開している優良な経営事例を踏まえつつ、より一層の効率的かつ安定的な農業経営の発展を目指し、地域における他産業従事者並の所得水準を目指す。

今後も、果樹を中心に栽培を行い、市場の多様なﾆｰｽﾞに応えることで、農業経営の拡大と収益性の向上を目指す。また、多様かつ複合的な農業経営を誘導し、高収益性と

安定性の向上を目指す。 

 

２．土地利用区分 

（第９表－１） 

事 業 名 

土地 

利用 

区分 

区 分 

水 田 普通畑 牧草畑 果樹園 茶 園 その他 小 計 原 野 山 林 その他 計 
備 考 

（ha） （ha） （ha） （ha） （ha） （ha） （ha） （ha） （ha） （ha） （ha） 

農業用用排水施設  
現 況 -- -- --  4.2 --  1.1  5.3 -- -- --  5.3  

計 画 -- -- --  4.3 --  0.4  4.7 -- -- --  4.7  

農 道  
現 況 -- -- -- 20.1 --  2.6 22.7 -- -- -- 22.7  

計 画 -- -- -- 21.0 --  1.6 22.6 -- -- -- 22.6  

ほ 場 整 備  
現 況 -- -- -- 10.3 --  1.1 11.4 -- -- -- 11.4  

計 画 -- -- --  9.1 --  2.3 11.4 -- -- -- 11.4  

農 用 地 の 保 全  
現 況 -- -- -- 67.9 --  8.2 76.1 -- -- -- 76.1  

計 画 -- -- -- 74.2 --  1.9 76.1 -- -- -- 76.1  

 
             

             

合   計 
現 況 -- -- -- 67.9 -- 8.2 76.1 -- -- -- 76.1 重複除く 

計 画 -- -- -- 74.2 -- 1.9 76.1 -- -- -- 76.1 〃 
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３．作付方式 

（第９表－２） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下 上　中　下

注）発芽期は▲…▲、開花期は●…●、収穫は■…■、移植（定植）は◆…◆

うめ

計
画

樹
園
地

２　　年　　目

すもも

もも

ぶどう

うめ

現
況

１　　年　　目

作付体系項目地目

すもも

もも

ぶどう

 

 

４．生産計画 

（第９表－３） 

事 

業 

名 

事
業
名 

項目 

 

 

土地 

利用区分 

作物名 

作 付 面 積 

（ha） 

作 付 率 

（％） 

単位面積当たり収量 

（kg/10a） 

生  産  量 

（t） 

同左生産量 

増減の内訳（t） 

備 考 

現況 計画 増減 現況 計画 現況 計画 増減 現況 計画 増減 面積増減 

単位面積 

当たり 

収量増加 

中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業 

樹
園
地 

す も も 2.7 3.0 0.3 4.0 4.0 636 677 41 17 20 3 2 1  

も も 37.3 40.8 3.5 55.0 55.0 915 984 69 341 401 60 34 26  

ぶ ど う 27.2 29.7 2.5 40.0 40.0 895 962 67 243 286 43 24 19  

う め 0.7 0.7 0.0 1.0 1.0 352 396 44 2 3 1 1 0  

合  計 67.9 74.2 6.3 100.0 100.0    603 710 107 61 46  
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５．労働改善計画 

（第９表－４） 

事
業
名 

項目 

土地 

利用区分 

作物名 

 

作付面積 

（ha） 

単位面積当り労働投下量（hr/ha） 
備 考 

区 分 現 況 計 画 増 減 

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業 

 
ほ
場
整
備
  

樹
園
地 

もも 4.5 
人 力 5,954.0 4,000.0 △1,954.0 

 
機械力    54.0    93.0     39.0 

すもも 0.3 
人 力 5,954.0 4,000.0 △1,954.0 

 
機械力    54.0    93.0     39.0 

ぶどう 3.4 
人 力 6,348.0 4,386.0 △1,962.0 

 
機械力    76.0   126.0     50.0 

うめ 0.1 
人 力 5,954.0 4,000.0 △1,954.0 

 
機械力    54.0    93.0     39.0 

合  計 8.3      

※農地の集団化を図り土地利用権の集積に努め、農業経営の安定化を図る。 

６．級地別土地利用区分 

該当なしにつき記載を省略 

 

７．土地配分計画 

該当なしにつき記載を省略 

 

第３節 用水計画 

１．計画基準年 

計画基準年及び用水諸元は近傍地区の同土壌タイプの地区の用水路計画諸元に準ずるものとする。 

 

２．計画かんがい方式 

かんがい方式 

普 通 畑 ・・・・ 開水路によるかんがい方式（散水かんがい） 
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３．計画用水系統 

本地区の用水は、金川から取水し地区内に排水される。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

４．計画用水量 

（１）かんがい用水                                                                                                    （第 10 表－1－1） 

    

 項 

 目 

 

 

 

 

 

系 

種 
 
 
 
 

別 

面積(ha) 
水田かんがい 水田畑利用 畑地かんがい その他 

消 

費 

水 

量 

損 

失 

 

率 

粗用水量 

備 

 

 

考 

事業名 

中山間地域総

合整備事業 

 

普 通 期 代かき期 
面 

 

積 

１日当た

り計画平

均かん水

深 

平均 

間断 

日数 

面 

 

積 

1日当たり

計画平均

かん水深 

平均 

間断 

日数 

面 

 

積 

計画平均

単位用水

量 

面 

 

積 

平 

 

均 

最 

 

大 

計画平均

単位用水

量 

計画代か

き単位用

水量 

(mm/日) (mm/日) (ha) (mm/日) (日) (ha) (mm/日) (日) (ha) (mm/日) (ha) (m3/s) (％) (m3/s) (m3/s) 

用排水路 

1 号 

 4.2 － － － － － － － － － 30 4.2 0.015 40 0.024 －  

計  4.2 － － － － － － － － － － － － － － －  

 

（２）営農飲雑用水 

該当なしにつき記載を省略 

支線用排水路 1 

 A  4.2 ha 

Q1 0.1 m3/s 

Q2  

金川より取水 
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５．水源計画 

（１）水利用計画  

該当なしにつき記載を省略 

 

（２）用水対策 

(ア)貯水池  

該当なしにつき記載を省略 

 

(イ)井堰及び自然取入口 

該当なしにつき記載を省略 

 

(ウ)揚水機  

該当なしにつき記載を省略 

 

(エ)用 水 路                                                                                                                      （第 10表－6） 

項 目 

 

 

名 称 

かんがい面積 (ha) 
最大通水量 

 

（ｍ３/ｓ） 

延   長 

 

（km） 

構   造 備   考 
事  業  名 

中山間地域総合整備事業 

支線用排水路 1 4.2 0.1 0.65 コンクリート二次製品 U-450  

 

(オ)その他の水源施設 

該当なしにつき記載を省略 

 

（３）水質水温 

該当なしにつき記載を省略 
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第４節 排水計画 

１．計画基準雨量 

降雨強度式       （1/10 確率）「山梨県各地域の確率降雨強度式（勝沼）」による。 

 

２．計画排水方式 

ａ）単位排水量の決定 

施  設 区  分 算定方式 基準雨量 流出率 （1/年確率） 雨量強度 算出基準 単位排出量 

用排水路 

1 号 

小排水路 

（山地等） 
合理式 

46.8 mm/日 
50％ 

1/10 年確率 22.6 mm/ hr 22.6×10/3600 0.063 m3/s/ha 

 mm/日 1/ 2 年確率 -- mm/ hr -- -- m3/s/ha 

 

ｂ）河川洪水位の決定 

該当なしにつき記載を省略 

 

ｃ）計画洪水深の決定 

該当なしにつき記載を省略 

 

ｄ）地下排水計画に対する計画諸元の決定 

該当なしにつき記載を省略 

881.0 t
221.743
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３．計画排水系統 

本計画地域の排水は、既設の排水路に自然排水される。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画排水量 

（第１１表－１） 

項目 

 

排水 

系統名 

受益面積（ha） 
流域面積（km2） 

基準 

雨量 

降雨による直接単位

流出量（m3/s/km2） 

基底流出量

（m3/s/km2） 

全排水量（m3/s） 単位排水量

（m3/s/km2） 
備 考 

事 業 名 

山地 

平 地 

中山間地域 

総合整備事業 
山地 平地 (mm/hr） 山地 平地 山地 平地 自然排水 機械排水 山地 平地 

支線用

排水路 1 
 4.2 0.030 --  46.8 6.3 -- -- -- 0.19 -- -- 6.3 --  

計  4.2 0.030 --            

 

支線用排水路 1 

 A  2.98 ha 

Q1 0.187 m3/s 

Q2  

現況排水路へ 
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５．排水対策 

（１） 排水水門     該当なしにつき記載を省略 

（２） 排水機      該当なしにつき記載を省略 

（３） 排水路 

（第１１表－４） 

項目 

 

 

排水 

系統名 

流域面積

（km2） 

受益面積（ha） 

計画排水量 

（m3/s） 

延 長 

（m） 
構   造 

排 水 本 川 

備 考 
事 業 名 

中山間地域 

総合整備事業 
名 称 

計画洪水量 

（m3/s） 

計画洪水位 

（m3/s） 

支線用

排水路 1 
0.030  4.2 0.190   647 コンクリート二次製品 U-450     

計 0.030  4.2 --  647      

 

（４） その他  該当なしにつき記載を省略 

 

６．湛水検討 

該当なしにつき記載を省略 
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第５節 道路計画 

１．道路および索道 

 （１）道路 

                                                                     (第 12 表－１) 

項目 

路線名 

幅（有効）×  延長 

  (m)        (m) 
構     造 既設道路との関係 備  考 

支線農道 1 4.0(3.5)  ×   875 アスファルト舗装 市道 2030 号に接続  

支線農道 2 4.0(3.5)  ×    647 アスファルト舗装 農道 2036 号及び市道 2506 号に接続  

支線農道 3 4.0(3.5)  ×    344 アスファルト舗装 農道 2032 号に接続  

支線農道 4 4.0(3.5)  ×    563 アスファルト舗装 農道 2026 号及び市道 2020 号に接続  

支線農道 5 3.0(2.5)  ×    197 コンクリート舗装 農道 2079 号に接続  

支線農道 6 3.0(2.5)  ×    172 コンクリート舗装 農道 2070 号及び農道 2072 号に接続  

支線農道 7 4.0(3.5)  ×    204 コンクリート舗装 農道 2060 号に接続  

支線農道 8 4.0(3.5)  ×    167 コンクリート舗装 農道 2056 号及び農道 2072 号に接続  

 

（２）索道 

   該当なしにつき記載を省略 
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２．路線配置図 
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第６節 農用地造成計画 

該当なしにつき記載を省略 

 

第７節 洪水調節計画 

該当なしにつき記載を省略 

 

第８節 干拓計画 

該当なしにつき記載を省略 
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第９節 農用地整備計画 

１．区画整理 

区画整理計画面積は 10.6ha(受益面積 9.1ha)である。 

 

（1） 区画の形状 

（第１６表－１） 

長辺×短辺（m） 区画面積（ha） 全体面積（ha） 割  合（％） 標高差（m） 備  考 

100×15 10.6 10.6 100 ―  

      

計  10.6    

 

（２） 表土扱い 

（第１６表－２） 

面 積（ha） 表 土 扱 い 要 否 の 理 由 扱い深（cm） 土 量（千 m3） 備  考 

8.3 

要：表土扱いが不要とされる場合以外は原則として表土扱いを行う。 

  （表土扱いとしない場合） 

・作土の肥沃度が低いために作土と下層土を混合することによりかえって 

地力増進になる場合。 

・切土、盛土深が 5cm 以内の平坦な地区の場合。 

25 26  

 

（３） 末端道水路配置図（別添計画平面図参照） 

ほ場内水路は、工区内の排水を適切に流下させるため、原則 U-300B として設置し、必要に応じて流量計算により断面を決定する。 

ほ場内道路は、幅 4.0m でアスファルト舗装として設置する。 
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２．暗渠排水 

該当なしにつき記載を省略 

 

３．客 土 

該当なしにつき記載を省略 

 

４．農地保全 

   農地保全として、鳥獣侵入防止柵の設置を行う。 

 

工種 延長 構造 対象動物 備 考 

鳥獣侵入防止柵 総延長：8,885m（5 路線） 柵の高さ：2.3m 以上 イノシシ、シカ  

 

第１０節 老朽ため池改修計画 

該当なしにつき記載を省略 
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第５章 主要工事計画 

第１節 用水施設 

１. 貯 水 池 

該当なしにつき記載を省略 

 

２. 頭 首 工 

該当なしにつき記載を省略 

 

３．揚 水 機 

該当なしにつき記載を省略 

 

４．用 水 路  

 （第 17 表－4） 

項 目 

 

区分 

かんがい面積(ha) 通水量 

 

(ｍ３/ｓ) 

延    長 (km) 

構   造 

勾配 

 

（％） 

主要構造物 備  考 事 業 名 
開きょ 

トンネル 

その他 
計 

中山間地域総合整備事業 

支線用排水路 1 4.2 0.1 0.65 － 0.65 U-450 1/20 －  

計 4.2 － 0.65 － 0.65     
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第２節 排水施設 

１．排水水門 

該当なしにつき記載を省略 

２．排水機 

該当なしにつき記載を省略 

 

３．排水路 

（第１８表－３） 

項目 

 

水路名 

受益面積（ha） 
排水量 

（m3/s）  

延  長（m） 
構 造 勾 配 主要構造物 備 考 事 業 名 

中山間地域総合整備事業 開きょ トンネルその他 計 

支線 

用排水路 1 
4.2 0.190  647 --   647 

ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品 

U-450 
1/20   

計 4.2 --  647 --  647     

 

４．その他排水施設 

該当なしにつき記載を省略 
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第３節 道路及び索道 

１．道路 

（１） 道路の総括表 
 

                                                                   (第 19 表－１) 

項目 

路線名 

幅（有効）(m) 

  × 延長(m) 
構   造 

付 帯 構 造 物 
最急勾配 

(%) 

同左延長 

(m) 

最小曲

線半径

(m) 

備   考 

名称 構造 数量(箇所) 

支線農道 1 4.0(3.5)× 875 アスファルト舗装 橋梁 ｺﾝｸﾘｰﾄ 1 22    46 －  

支線農道 2 4.0(3.5)×  647 アスファルト舗装 － － － 5   669 －  

支線農道 3 4.0(3.5)×  344 アスファルト舗装 橋梁 ｺﾝｸﾘｰﾄ 1 26   129 －  

支線農道 4 4.0(3.5)×  563 アスファルト舗装 橋梁 ｺﾝｸﾘｰﾄ 1 17   214 －  

支線農道 5 3.0(2.5)×  197 コンクリート舗装 － － － 23   138 －  

支線農道 6 3.0(2.5)×  172 コンクリート舗装 － － － 21   103 －  

支線農道 7 4.0(3.5)×  204 コンクリート舗装 － － － 23   105 －  

支線農道 8 4.0(3.5)×  167 コンクリート舗装 － － － 20    98 －  

計 3,163      1,502   

 

（２） 道路主要構造物 
   該当なしにつき記載を省略 

 

２．索道 該当なしにつき記載を省略 
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第４節 農用地造成 

該当なしにつき記載を省略 

第５節 洪水調節施設 

該当なしにつき記載を省略 

第６節 干拓施設 

該当なしにつき記載を省略 

 

第７節 農用地整備施設 

１．区画整理 

（1） 区画整理 

（第２３表－１） 

工 区 名 面 積（ha） 
整    地    工 表  土  扱  い 

備  考 
標準区画 土 量（m3） 面 積（ha） 土 量（m3） 

ほ場整備工区 1  2.7 15a 6,000 1.9 7,000  

ほ場整備工区 2  4.7 15a 10,200 3.7 11,500  

ほ場整備工区 3  2.0 15a 4,000 1.7 4,250  

ほ場整備工区 4  1.2 15a 2,800 1.0 2,750  

       

計 10.6 － － 8.3 －  

 

（２） 末端用水路等 

既存の畑かん施設は、当該部分のみ、原形復旧。 

 

（３） 末端排水路等 

道路側溝及びほ場内水路として整備。  規格 PU-300 

 



 

- 34 - 

 

２．暗渠排水 

該当なしにつき記載を省略 

 

３．客土 

該当なしにつき記載を省略 

 

４．除礫 

該当なしにつき記載を省略 

 

５．農地保全 

 

路線名 工種 延長 構造等 備 考 

獣害防止柵 鳥獣害侵入防止柵 8,885m H＝2.3m 以上  

計  8,885m   

 

第８節 老朽ため池改修施設 

該当なしにつき記載を省略 

 

 

第６章 附帯工事計画 
該当なしにつき記載を省略 
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第７章 工事の着手及び完了の予定時期 
    1. 工事の着手及び完了の予定 

工 期 

着 手     平成 ２６ 年度 

完 了     令和  ９ 年度 

2. 工程表   

（単位：千円）(第 24 表) 

年度 

事業種目 
Ｈ26 年 Ｈ27 年 Ｈ28 年 Ｈ29 年 Ｈ30 年 Ｈ31 年 Ｒ2年 Ｒ3 年 Ｒ4年 Ｒ5年 Ｒ6 年 Ｒ7 年 Ｒ8年 Ｒ9 年 計 

主
要
工
事 

農業用 

用排水施設 
0 0 0 0 17,504 34,110 11,937 37 92 0 0 0 250 34 63,964 

農道 22,000 52,382 34,675 99,953 93,786 164,943 163,825 220,593 109,411 54,925 0 4,398 174,515 166,304 1,361,710 

ほ場整備 0 7,948 0 2,942 62,126 0 0 56,278 125,214 106,995 99,000 68,200 5,188 12,461 546,352 

農用地の 

保全 
0 16,671 14,824 18,108 30,083 26,445 0 28,893 461 0 0 0 40,048 29,103 204,636 

事業費(税込) 22,000 77,001 49,499 121,003 203,499 225,498 175,762 305,801 235,178 161,920 99,000 72,598 220,001 207,902 2,176,662 

同上百分率 1.01％ 3.54％ 2.27％ 5.56％ 9.35％ 10.36％ 8.07％ 14.05％ 10.80％ 7.44％ 4.55％ 3.34％ 10.11％ 9.55％ 100.00％ 
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第８章 環境との調和への配慮 
保全対象種の設定 

該当なし 

 

整備する環境条件と実施するエリア 

該当なし 

 

環境配慮の計画の内容 

本地区の整備による影響を緩和するために、以下の環境配慮対策を行う。 

・工事に伴う濁水が下流水路に流出しないよう、仮廻し水路の施工や排水ポンプの設置により汚濁水を影響のない場所へ迂回させて排水する、沈殿槽を設けるといった

対策を行う。 

・工事車両及び工事機械は、低騒音・低振動型で排ガス対策がされた機械を使用し、周辺へ影響を与えないようにする。 

・施設整備にあたっては、現況石積みがある区間で区画境界を緑化または石積みを採用する等、周辺景観との調和に配慮して、景観保全を図る。 

・施工時に保護すべき動植物が発見された場合は、一時的な捕獲・移動や保全区域への移植など、適切な措置を講ずる。 
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第９章 換地計画の概要 

第１節 換地計画を作成する上での基本的な考え方 

本地区の換地計画は、農地の改良、開発、保全及び農地の集団化を目的とすると共に、用途、地積、等位その他の自然条件を総合的に勘案し、従前の土地に照応

するように定めるものとする。 

 

第２節 換地区の設定 

１.換地区の名称、所在、面積                                          (第２５表－１) 

換 地 区 の 名 称 換 地 区 の 所 在 面 積(ha) 

１工区 笛吹市御坂町上黒駒地内  2.7 

２工区 〃  4.7 

３工区 〃  2.0 

４工区 〃  1.2 

計  10.6 

 

２.換地区を設定する理由 

本地区の区画整理区域は、耕作者の土地所有状況、地形状況等を考慮し、１工区、２工区、３工区、４工区として設定する。  

 

第３節 換地計画樹立の基本方針 

１.従前の土地の地積の基準                                           (第２５表－２) 

換地区の名称 地 積 の 基 準 

全 換 地 区 

換地交付の基準とする従前の土地は、土地改良事業計画決定の日の登記簿地積とする。ただし、左記の日から１ヶ月以内に

測量士、測量士補、または土地家屋調査士の測量した実測図及び隣接所有者の同意書を添付して申請があった場合には、その

申出のあった地積とする。 
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２．用途別予定地積                                             (単位：ha)  (第２５表－３) 

 用 途 非農用地区域外に換地する土地 非農用地区域に換地する土地 機能交換に係る土地 一

般

国

有

地

等 
総

合

計 

  

田 畑 

山

林

･

原

野 

そ

の

他 

通常事業施行地域
に含める土地（令
第1条の9()書き）

計 

本事業によって生
ずる土地改良施設
用地 

創

設

農

用

地 

合

計 

特定用途用地 
異

種

目

換

地 

創設非農用地 
合

計 

国 県 

市

町

村

等 

合

計 換地区名 前後 

土
地
改
良
施
設 

そ

の

他 

小

計 

改

良

区 

そ

の

他 

小

計 

宅

地 

そ

の

他 

計 

農
業
経
営
合
理

化

施

設 

生
活
上･

経
営

上
必
要
な
施
設 

公
用･

公
共
用

施

設

用

地 

宅

地

等 

計 
１工区 

従前の土地 -- 2.7 -- -- -- -- -- 2.7 -- -- -- -- 2.7 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 2.7 

換   地 -- 1.9 -- -- -- -- -- 1.9 -- 0.8 0.8 -- 2.7 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 2.7 

２工区 

従前の土地 -- 4.0 0.1 -- -- 0.5 0.5 4.6 -- -- -- -- 4.6 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 0.1 0.1 -- 4.7 

換   地 -- 3.7 -- -- -- -- -- 4.6 -- 1.0 1.0 -- 4.7 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 4.7 

３工区 

従前の土地 0.05 1.7 -- -- -- -- -- 1.8 -- -- -- -- 1.75 0.1 -- 0.1 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 0.1 0.1 -- 2.0 

換   地 0.04 1.7 -- -- -- -- -- 1.7 -- -- -- -- 1.74 0.1 -- 0.1 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 0.2 0.2 -- 2.0 

４工区 

従前の土地 0.5 0.5 -- -- -- -- -- 1.0 -- -- -- -- 1.0 0.1 -- 0.1 -- -- -- -- -- -- 0.1 -- -- 0.1 0.1 -- 1.2 

換   地 0.5 0.5 -- -- -- -- -- 1.0 -- -- -- -- 1.0 0.1 -- 0.1 -- -- -- -- -- -- 0.1 -- -- 0.1 0.1 -- 1.2 

計 

従前の土地 0.5 7.7 -- -- -- -- -- 8.2 -- -- -- -- 8.2 0.2 -- 0.2 -- -- -- -- -- -- 0.2 -- -- 1.1 1.1 -- 11.5 

換   地 0.5 8.0 -- -- -- -- -- 8.5 -- -- -- -- 8.5 0.2 -- 0.2 -- -- -- -- -- -- 0.2 -- -- 0.8 0.8 -- 11.5 
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３．農用地集団化の方針 

(第２５表－４) 

区 分 

 

換地区分 

地帯別、グループ別 

団地の設定 

個 人 別 換 地 の 方 法 

位 置 の 選 択 方 法 
1戸当りの 

目標団地数 

区画畦畔 

の取扱い 

１工区 作物別集団化 

 従前地の密集した位置を中心に換地する。また、密集した位置がいくつかに分かれている

ときは、２ヶ所を限度として密集地を選んで換地する。また、位置の決定に当たっては、担

い手農家の支援を考慮した換地をする。 

１～２ 畑：畦畔なし 

２工区 〃 〃 〃 畑：畦畔なし 

３工区 〃 〃 〃 
田：移動畦畔 

畑：畦畔なし 

４工区 〃 〃 〃 
田：移動畦畔 

畑：畦畔なし 

 

 

４．非農用地の換地の方法 

(第２５表－５) 

区 分 

 

換地区分 

用 途 
非農用地区域 

の位置の概略 
面積(m2) 換 地 の 手 法 換地取得予定者 備考 

２工区 原野 各々の従前地近辺 398 特定用途用地換地 従前所有者  

３工区 原野 各々の従前地近辺 592 特定用途用地換地 従前所有者  

４工区 原野 各々の従前地近辺 1268 特定用途用地換地 従前所有者  
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第４節 土地評価及び精算の方法 

１．評価の方法 

標準点を決めて点数制により通作距離、搬入の良否、圃場区画の広狭、形状の良否等について採点評価の方法により評価委員が評価する項目別配点方式による。 

 

２．清算の方法 

土地改良事業による利益（増加額）を従前の土地の地積に比例配分し、その配分額を加えた額を換地交付基準額として、換地価格との清算を行う増価額清算方式

（比例地積清算方式）による。 

第５節 換地計画樹立の年度計画 

                                                      (第２５表－６) 

区 分 

換地区名 
一時利用地の指定予定年度 換地計画の認可決定予定年度 換地処分予定年度 備  考 

１工区 平成３０年度 平成３１年度 平成３１年度 
平成２８年度 工事着手予定 

平成２９年度 工事完了予定 

２工区 平成３０年度 平成３１年度 平成３１年度 
平成２８年度 工事着手予定 

平成２９年度 工事完了予定 

３工区 平成２９年度 平成２９年度 平成３０年度 
平成２８年度 工事着手予定 

平成２８年度 工事完了予定 

４工区 平成２９年度 平成２９年度 平成３０年度 
平成２８年度 工事着手予定 

平成２８年度 工事完了予定 

 

第６節 換地処分の時期に関する特則 

区画形状に係わる工事が全部完了し、工事後の土地について確定測量が行われた後においては、土地改良法第 89 条の 2第 10 項で準用する第 54 条第 2項ただし書

きにより換地処分を行うことができるものとする。 
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第１０章 事業費の総額及び内訳 
（金額：百万円）  （第２６表） 

事 業 名 

区  分 

農業用用排水

施設 
農道 ほ場整備 農用地の保全  計 備    考 

主 要 工 事 64 1,362 546 205  2,177 R6 年度単価 

附 帯 工 事 -- -- -- --  --  

計 64 1,362 546 205  2,177  

関
連
事
業
 
参
考
  

        

        

        

計        

 

負 担 区 分 

項 目 
工 事 費 地 方 事 務 費 

国 県 市 地 元 国 県 市 地 元 

農 業 用 用 排 水 55％ 30％ 15％  0％ 55％ 30％ 15％  0％ 

農 道 55％ 30％ 15％  0％ 55％ 30％ 15％  0％ 

ほ 場 整 備 

（整地・換地費） 
55％ 30％ 8.5％  6.5％ 55％ 30％ 8.5％  6.5％ 

ほ 場 整 備 

（整地・換地以外） 
55％ 30％ 15％  0％ 55％ 30％   15％    0％ 

農 用 地 の 保 全 55％ 30％ 15％  0％ 55％ 30％ 15％  0％ 
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第１１章 効  用 
（第２７表） 

事業名 
項 目 

区 分 

年総効果（便益）額 

（千円/年） 

現況年総農業所得額 

（千円/年） 

年総増加農業所得額 

（千円/年） 
備      考 

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業 

農業用用排水施設  4,521 23,712  4,417  

農      道 48,450 35,474    188  

ほ 場 整 備 29,045 16,856 15,570  

農 用 地 の 保 全 55,896 110,267 63,996  

計 137,912 110,267 84,171 R7 年度単価 

 

＜参考＞ 

   総便益額（現在価値化）：   ３,６００百万円 

 

 

第１２章 関連する事業 
該当なしにつき記載を省略 
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第１３章 現況・計画図面 
１．変更計画一般平面図 

２．計画変更説明図 
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関 東 農 政 局

令和7年度 計画変更

中山間地域総合整備事業

計 画 変 更 様 式

黒駒東
くろこまひがし

地区

（　山　梨　県　）



（別記様式第２号）

％ （

( ) ( ) ( )

○主要工事計画（水路延長の20%以上の減）
・用排水路工における一部用地買収困難箇所の事業量減

○事業費の変動（総事業費10％以上の増）
・農道工における地質調査結果に基づく橋台の杭基礎の追加や区画整理工における
　地元協議による盛土量増加等による事業費の増

用排水路工 ｍ ｍ ｍ 一部用地買収困難

/  *100 = >20%

自然増 千円

事業量変更 千円

工法変更 千円

その他 千円

＝ % ＞

地区名 黒駒
くろこま

東
ひがし

局名 関東農政局
所在地

平成26年度 平成26年3月29日 - 77.0 1,524,000 千円）

笛吹市御坂町上黒駒

事業名 中山間地域総合整備事業　（生産基盤型）

事業の経緯
採択年度 着工年度 当初計画確定

第１回
変更計画確定

令和6年度までの
進捗率（事業費ベ－ス）

平成25年度

項　　目 現　計　画 変　更　計　画 増△減 備　　考

受益面積 74.2 ha 74.2 ha 0.0 ha

受益者数 149 戸 149 戸 0 戸

千円 1,979,000 千円 605,000 千円

事業費
1,511,400 千円 2,176,900 千円 665,500 千円 事務費込み

1,374,000

所得償還率 0.9% 1.5% 0.6%

投資効率 1.76 1.39 △ 0.37

変更項目及び要件 項目 現計画 変更計画 増△減 増△減の内訳又は理由

工期 平成26年度～令和7年度 平成26年度～令和9年度

変更の要旨

事業費の変動
〔１０％以上の増

減〕
1,374,000 1,979,000 605,000 264,000

△ 212,000

主要工事計画
〔水路延長の20%以

上の増減〕
823 647 △ 176

（２路線） （１路線） （△１路線）

変動率

553,000

0

1,979,000-(1,374,000+264,000)

1,374,000

24.8 10%

176 823 ####

1
-
1



(様式－３)

10a当り

ha 百万円 千円 ％

用排水路 L ＝ 823 m

農道 L ＝ 3,842 m

区画整理 A ＝ 11.5 ha

鳥獣侵入防止柵 L ＝ 10,141 m

用排水路 L ＝ 647 m

農道 L ＝ 3,169 m

区画整理 A ＝ 10.6 ha

鳥獣侵入防止柵 L ＝ 8,885 m

備考
所
在
地

地
区
名

県
名

事
業
名

区分
着工
年度

受益
面積 主要工事

事業費
進捗率

計画変更事項

77.0 

○主要工事計画（水路延
長の20%以上の減）
○事業費の変動（総事業
費10％以上の増）

令和7年度　都道府県営土地改良事業計画変更 (農用地開発・干拓関係を除く)

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

平
成
2
6
年
度

笛
吹
市
御
坂
町
上
黒
駒

黒
駒
東

山
梨
県

74.2 

74.2 

後

前 1,852 

2,667 1,979 

1,374 

1-2



様式第4号　　計画変更概要表

採択
年度

計

74.2 

m m

m m

ha ha

m m

変更計画
－　　

－　　

－　　

－　　

－　　

－　　

5,635千円

137,912千円

2,713千円

3,600,304千円

1.39 

2.5％

変更前

変更後

稲
転
率
(％)

地区略図

畑 樹園地

1,374,000 

1,979,000 

－

－

事
業
費

(千円)

変更前

変更後

受
益
面
積
(ha)

水田 水田

事業目的

変更後

県名関東 山梨

笛吹市御坂町上黒駒

地区名

本事業
国営・県営

－ － 74.2 

市街地・他 計

変更前

着工
年度

所在地

地方農政局

中山間地域総合整備事業

黒駒東

－水系名

畑

農振計画策定

(1.9)74.2 － － 

関連事業
計

その他

9,000 

0 

農振地域指定

(1.9) 74.2 

10a当り

1,383,000 

1,979,000 

平成17年9月

昭和49年3月22日

2,667 

1,864 

樹園地 市街地・他

用排水路

鳥獣侵入防止柵

区画整理

農道

計
画
内
容

主
要
工
事

効
果
等

変
更
前

変
更
後

災害防止効果(農業)

耕作放棄防止効果

走行経費節減効果

ぶどう

64,229千円

事業名 事業量

823 

3,842 

11.5 

10,141 

維持管理費節減効果

営農経費節減効果

品質向上効果

現計画

もも

すもも

ぶどう

うめ

作物生産効果

うめ

作物名

もも

すもも

国産農産物供給効果

年総効果額

3,513千円

－　　

災害防止効果(公共)

水源かん養効果

景観・環境保全効果

都市・農村交流効果

非農用地等創設効果

1,164 

423 470 

962 

396 

－　　

－　　

－　　

－　　

5,391千円

25,314千円

△3,269千円

66,696千円

－　　

60,299千円

3,500千円

23,416千円

△4,807千円

46,356千円

－　　

地積確定効果

一般交通経費節減効果

地域用水効果

災害防止効果(一般)

農業労働環境改善効果

土地基盤を整備することにより、農用地の利用効
率の向上、農業生産性の向上、農産物の円滑な輸
送を図るとともに、観光農園や観光資源等の地域
資源を活用した都市との交流の促進、ワイン産業
や観光産業との連携を推進する。

土地基盤を整備することにより、農用地の利用効
率の向上、農業生産性の向上、農産物の円滑な輸
送を図るとともに、観光農園や観光資源等の地域
資源を活用した都市との交流の促進、ワイン産業
や観光産業との連携を推進する。

変　更　後変　更　前

43.8 

2.2 

平成25年度 平成26年度
計画確定
年月日

平成26年3月29日

事業名

用排水路

農道

区画整理

鳥獣侵入防止柵

主要工事諸元

26.0 

2.2 

変更計画

湿害防止

主要工事諸元 事業量

10a当り収量(kg)効果発生
面積(ha)

増減要因
現況

湿害防止

湿害防止

湿害防止

湿害防止

湿害防止

湿害防止

湿害防止

8,885 

10.6 

3,169 

647 

984 

677 

915 

636 

増産量
(t)計画

0.9％

1.76 

2,736,590千円

1,731千円

161,597千円

－　　

－　　

－　　

－　　

1,615 

926 

1,257 

－　　

－　　

52.6 

28.2 

年償還額

1.0 

24.2 

1.1 

895 

352 

19.9 

1.2 

国土造成効果

40.8 

1,495 

874 

共同
振分

現計画

0.3 

－　　

3.0 

29.7 

0.7 

3,236千円

－　　

－　　

－　　

－　　

－　　

総便益額

総費用総便益比

所得償還率

1-3



(様式－４)

変更前 変更後

ha ha 受益面積の増減 ha ha

ha ha 水田 － － 

ha ha 畑 － － 

ha ha 主要工事計画 樹園地 74.2 74.2 

ha ha その他 1.9 1.9 

百万円 百万円 合計 76.1 76.1 

百万円 百万円 農用地 74.2 74.2 

百万円 百万円 農用地外 1.9 1.9 

千円 千円 － － 

千円 千円 農用地 － － 

農用地外 － － 

％ ％

％ ％

/ 千円 千円

千円 千円

m m

m m

ha ha

m m

事業費の変動

千円

千円

千円

千円 変更前 変更後

％ ＞10% ha ha

43.8 40.8 

2.2 3.0 

事業量 事業費 単価 事業量 事業費 単価 事業量 事業費 単価 事業量 事業費 単価 26.0 29.7 

m 千円 千円/m m 千円 千円/m ha 千円 千円/ha m 千円 千円/m 千円 2.2 0.7 

変更前 823 25,000 30 3,842 804,000 209 11.5 354,000 30,783 10,141 191,000 19

変更後 647 58,000 90 3,169 1,238,000 391 10.6 497,000 46,887 8,885 186,000 21

増△減 △176 33,000 60 △673 434,000 182 △1 143,000 16,104 △1,256 △5,000 2

令和7年度　中山間地域総合整備事業　計画変更概要表

用排水路 農道 区画整理 鳥獣侵入防止柵

局名

項目

関東
クロコマヒガシ

黒駒東

フリガナ

関係市町村
フエフキシ

笛吹市
ミサカチョウ

御坂町

全体実施設計

採択年度

令和9年度

1,524,000 千円

77.0 ％　　

149 人

平成25年度

-

平成26年度

-

地区名
フリガナ

内容

(令和6年度まで)

(令和6年度まで)

関連事業

本事業

農道

用排水路

10a当り事業費(本事業)

10a当り事業費(合計)

投資効率

農家負担率

所得償還率

10a当り年償還額

10a当り年増加所得額

項目

法手続

第1回変更

着工年度

変更後完了
予定年度

鳥獣侵入防止柵

区画整理

事業経緯

受
益
面
積

事
業
費

主
要
工
事

計画確定

同意率
(第1回)

計画変更時
有資格者数

事業進捗率

施工区分

合計

合計

平成26年3月29日

平成25年度
1,852

1,864

1.76

6.5

0.9

2.3

1,383

2,667

2,667

1.39

6.5

2.5

74.2 

1,979

－ 

1,374

変更後

－ 

－ 

水田

畑

樹園地

その他 (1.9)

74.2 用排水路

農道

区画整理

鳥獣侵入防止柵

3.7

113.4

647 

8,885 

1,979

作物名

土地基盤を整備することにより、農
用地の利用効率の向上、農業生産性
の向上、農産物の円滑な輸送を図る
とともに、観光農園や観光資源等の
地域資源を活用した都市との交流の
促進、ワイン産業や観光産業との連
携を推進する。

備考

もも

項目

受
益
面
積

農振

新規編
入区域

農振区域外

すもも

ぶどう

うめ

農振関係

　|(74.2－74.2)÷74.2|＝0％＜20％

　|(74.2－74)÷74.2|＝0％＜20％

　|(10.6－11.5)÷11.5|＝7.8％＜20％

　|(3,169－3,842)÷3,842|＝17.5％＜20％

　|(647－823)÷823|＝21.4％≧20％

合計

553,000

264,000

変動率

その他

特記事項

事業計画の変更内容

3,169 

10.6 

74.2 

変更前

－ 

事業量

工法変更

自然増

24.8

605,000 

1,979,000 

1,374,000 

－ 

△212,000

225.7

823 

3,842 

11.5 

10,141 

－ 

74.2 

(1.9)

9

1-4



様式-4-1

進捗率 局の審査結果

#REF!

ア イ ア イ ウ エ オ カ キ (3) (％)

用排水路 823 m 用排水路 647 m

農道 3,842 m 農道 3,169 m

区画整理 11.5 ha 区画整理 10.6 ha

鳥獣侵入防止柵 10,141 m 鳥獣侵入防止柵 8,885 m

令和7年度　都道府県営土地改良事業計画変更地区一覧表

3-2-(1)

面積変更

要件

主要工事計画変更

留意事項及び
計画変更概要

工種 工種

投資効率
10a当り償還金
農家負担(円)

変更前 変更後 変更前 変更後
3-2-(2)

事業
費の
変動

法
２
条
事
業

事業名
県
名

地区名 所在地
着工
年度

完了年度

変更当初 3回2回1回変更後変更前変更後変更前

計画変更
年度

事業費

(百万円) (ha)

受益面積

中山間地域総
合整備事業

○
山
梨
県

黒駒東
笛吹市
御坂町
上黒駒

該
当
し
な
い

H26 R7 R9 1,374 1,979 74.2 74.2

令
和
7
年
度

該
当
し
な
い

1.39

該
当
し
な
い

該
当
し
な
い

該
当
し
な
い

該
当
す
る

該
当
し
な
い

該
当
し
な
い

該
当
し
な
い

該
当
す
る

2333 3656 1.76 77.0

変更前

数量

主要工事計画

変更後

数量

1-5



様式-4-2
フリガナ

地区名

作付面積(ha)単収(kg/10a)作付面積(ha)単収(kg/10a) 作付面積(ha)単収(kg/10a)作付面積(ha)単収(kg/10a)

田

畑

もも 40.1 1,495 43.8 1,615 もも 37.3 915 40.8 984 

現計画 変更計画 すもも 2.0 874 2.2 926 すもも 2.7 636 3.0 677 

R7 R9 ぶどう 23.8 1,164 26.0 1,257 ぶどう 27.2 895 29.7 962 

うめ 2.0 423 2.2 470 うめ 0.7 352 0.7 396 

67.9 3,956 74.2 4,268 計 67.9 2,798 74.2 3,019 

現計画 変更計画 増減 増減(％)

74.2 74.2 0.0 0.0 

5.2 4.2 △1.0 △19.2 

22.8 21.0 △1.8 △7.9 

10.2 9.1 △1.1 △10.8 

74.2 74.2 0.0 0.0 

本事業 関連事業 計

現計画 1,374 9 1,383 

変更計画 1,979 － 1,979 効果額 増加所得額 効果額 増加所得額

国 県 市町村 地元 10a当り(円) 64,229 69,121 60,299 63,775 年償還額

現計画 756 412 184 23 30,997 5,391 5,391 3,500 299 (千円/年) 1,731 2,713 

変更計画 986 537 189 80 107,817 25,314 25,314 23,416 23,416 

△3,269 △2,290 △4,807 △3,319 

66,696 66,696 46,356 － 2,333 3,656 

－ － － － (円/年)

3,236 3,236 3,513 － 所得償還率

－ － － － (％) 0.9 2.5 

－ － － － 

823 m 647 m － － － － 

3,842 m 3,169 m － － － － 

11.5 ha 10.6 ha － － － － 

10,141 m 8,885 m － － － － 

－ － － － 総便益額

－ － － － (百万円) 2,737 3,600 

－ － － － 

用排水路 農道 区画整理 鳥獣侵入防止柵 重複 全体 － － － － 

現計画 109 186 73 (149) 368 149 － － － － 1.76 1.39 

変更計画 109 186 73 (149) 368 149 － － 5,635 － 

公告年月日 決定年月日 縦覧開始 縦覧完了 異議申立 同意率

100% (特記事項を記載)

注１：変更手続の欄には、手続結果を記載し、予定の場合は括弧書きで記載する。（公文報告の様式に記載する事項を記載する。）

注２：その他事業の変更の欄は、関連する事業（ソフト等を含む）の変更がある場合に記入する。（ハードの場合は特記する事項（国営の事業計画やその他関連事業の大幅な変更）がある場合のみ）

注３：マスタ－プラン等の策定の欄については、事業計画との整合を図った時点のものを記載する。計画変更時点に改訂版との整合を図ったものについては、改訂を記載する。

注４：マスタ－プラン等の策定の欄について、Ｈ１３年度以前の採択地区で現計画策定時にマスタ－プラン等の整合を図っていない場合については、無記入とする。

注５：配慮内容の欄について、Ｈ１３年度以前の採択地区については、実施段階での環境への取り組み等があれば記載する。（環境創造区域、環境配慮区域の区分は行わない。）

備考

効
果
な
ど

計画変更概要表(全体概要)

備考

総費用
総便益比

10a当り
年償還額

国産農産物安定供給効果

現計画 変更計画

国土造成効果

非農用地等創設効果

災害防止効果(公共)

水源かん養効果

景観・環境保全効果

都市・農村交流効果

災害防止効果(農業)

農業労働環境改善効果

災害防止効果(一般)

地域用水効果

一般交通経費節減効果

地積確定効果

現計画(千円) 変更計画(千円)

計画

維持管理費節減効果

営農経費節減効果

品質向上効果

作物生産効果

耕作放棄防止効果

効果項目別内訳

走行経費節減効果

樹
園
地

計

環
境
と
の
調
和
へ
の
配
慮

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗ
ﾝ等の策

定

配
慮
内
容

環境配慮
区域

平成14年7月

該当なし

　残事業分については、生態系に配慮した構造・施工
とする。

土
地
利
用
生
産
計
画

現計画 変更計画

地目
主要作物

現況 計画
主要作物

現況

現計画における配慮内容 変更計画における配慮内容

笛吹市
(旧御坂町)

御坂町

環境創造
区域

環境配慮
区域

環境創造
区域

備考

事業名 現計画 変更計画

鳥獣侵入防止柵

用排水路

農道

区画整理

鳥獣侵入防止柵

土地基盤を整備することにより、農用地の利用効率の向上、農業生産性の向

上、農産物の円滑な輸送を図るとともに、観光農園や観光資源等の地域資源

を活用した都市との交流の促進、ワイン産業や観光産業との連携を推進す

る。

土地基盤を整備することにより、農用地の利用
効率の向上、農業生産性の向上、農産物の円滑
な輸送を図るとともに、観光農園や観光資源等
の地域資源を活用した都市との交流の促進、ワ
イン産業や観光産業との連携を推進する。

(主要工種を記載)

用排水路

農道

区画整理

備考

現計画 変更計画

(計画書の概要を記載)

本事業10a当り 備考

1,864 千円

2,667 千円

鳥獣侵入防止柵

備考

重複率100％

－

全体

用排水路

農道

区画整理

クロコマヒガシ

黒駒東

笛吹市御坂町上黒駒

中山間地域総合整備事業

H25
完了予定

年度
現計画

確定年月日
H25.3.29

変更計画
確定年月日

-

関東
県名

(支庁名)
山梨県

主要工事

計画内容

負担額
(百万円)

事業費
(百万円)

その他事業の
変更

変更手続

三条
資格者数

受
益
面
積

(ha)

局名

所在地

関連事業

採択年度

事業名
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様式-4-3

１．法手続

２．変更内容

変動率 変動量 変動率 変動量 変動率

受益面積(ha) 74.2 74.2 － － 0.0 ％

5.2 4.2 0.4 △1.0 △19.2 ％

22.8 21.0 1.8 △1.8 △7.9 ％

10.2 9.1 － △1.1 △10.8 ％

74.2 74.2 － － 0.0 ％

823 647 △176 △21.4 ％  (m) 

3,842 3,169 △673 △17.5 ％  (m) 

11.5 10.6 △0.9 △7.8 ％  (ha) 

10,141 8,885 △1,256 △12.4 ％  (m) 

自然
増(減)

事業量 事業費 事業量 事業費 事業費 事業費 事業量 事業費 事業費 事業費

(m,ha) (千円) (m,ha) (千円) (千円) (千円) (m,ha) (千円) (千円) (千円)

【全体計画】 1,374,000 1,979,000 605,000 264,000 △212,000 553,000 － 

【工種別】

用排水路 823 20,000 647 44,000 24,000 30,000 △176 △6,000

農道 3,842 642,000 3,169 971,000 329,000 111,000 △673 △159,000 377,000

区画整理 11.5 283,000 10.6 425,000 142,000 61,000 △0.9 △11,000 92,000

鳥獣侵入防止柵 10,141 153,000 8,885 188,000 35,000 62,000 △1,256 △27,000

測量試験費 133,000 217,000 84,000 － 84,000

用地買収補償費 116,000 107,000 △9,000 － △9,000

換地費 27,000 27,000 － － － 

(その他)

共通様式は、(計画変更-1～計画変更-3)までとするが、その他、変更計画の概要が分かるもの及び変更計画の効果算定資料等を添付する。(各事業担当の指示による)

事業量

当
初

項目

面
積
の
変
更

事業目的別面積の
変更
(ha)

主要工事計画の変更

事業費の変更

同意率

確定総事業費

法８７条(計画の確定)

法８６条(適否の決定)

用排水路

鳥獣侵入防止柵

区画整理

農道

法８５条(申請)

81.0 ％

1,374,000 千円

H25.3.29

H25.2.3

計
画
変
更

区画整理

増△減変更計画現計画

－ 

－ 

－ 

備考

計画変更要件

用排水路

変更後変更前 減増 増△減

－ 

－ 

変動量

工法変更

事業種

全体

鳥獣侵入防止柵

農道

△1,256

△0.9

△673

△176

(法２条事業名：農業用用排水施設、農業用道路、農用地の保全、区画整理)

令和7年度　中山間地域総合整備事業　計画変更地区別調書

変更理由変更理由

R7.12.9

黒駒東地　区　名：

作成年月日：

第１回

(m,ha)

区分

同意率

確定総事業費

法８７条の３第６項(計画確定)

法８７条の３第６項(事業計画変更公告)

法８７条の３第１項(変更計画概要公告)

該当要件

相続により用地買収困難

相続多数で用地買収困難

他事業路線との接続

事業量変更

変更理由

相続により用地買収困難

理由

その他

20％以上の減

1,979,000 千円

上記工法変更による

杭基礎追加①
路床安定工追加③⑤⑦

盛土量増加①②

他事業路線との接続

相続多数で用地買収困難

第４回第２回 第３回
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変更前

[概－４]

農業生産基盤 (千円) (千円) (ha)

用排水路 24 L ＝ 823 m 20,000 5.2 

農道 167 L ＝ 3,842 m 642,000 22.8 

区画整理 24,609 A ＝ 11.5 ha 283,000 10.2 

鳥獣侵入防止柵 15 L ＝ 10,141 m 153,000 74.2 国 都道府県 市町村 その他

用排水路 55.0 30.0 15.0 － 地元管理組合 維持管理規定

農道 55.0 30.0 15.0 － 地元管理組合 維持管理規定

区画整理 55.0 30.0 8.5 6.5 地元管理組合 維持管理規定

鳥獣侵入防止柵 55.0 30.0 15.0 － 地元管理組合 維持管理規定

小計 1,098,000 

特認 (千円)

笛吹市 206,100 183,090 23,010

その他

測量及び試験費 133,000 

用地買収補償費 116,000 

換地費 27,000 

小計 276,000 

合計 1,374,000 

負担区分(％)
予定管理方法予定管理者

負担金

受益
面積等

事業種類

受益者
負担金

起債又は
借入金

自己資金

地元負担
区分

備考
(資金名簿)

中山間地域
総合整備

資金調達区分

効用

費
用
の
負
担
方
法

平成26年度 ～ 平成31年度　6カ年

事
業
内
容

事業区分

工期

資
金
計
画

法手続き

事業費事業量単価事業種類

1-8



変更後

[概－４]

農業生産基盤 (千円) (千円) (ha)

用排水路 68 L ＝ 647 m 44,000 4.2 

農道 306 L ＝ 3,169 m 971,000 21.0 

区画整理 40,094 A ＝ 10.6 ha 425,000 9.1 

鳥獣侵入防止柵 21 L ＝ 8,885 m 188,000 74.2 国 都道府県 市町村 その他

用排水路 55.0 30.0 15.0 － 地元管理組合 維持管理規定

農道 55.0 30.0 15.0 － 地元管理組合 維持管理規定

区画整理 55.0 30.0 8.5 6.5 地元管理組合 維持管理規定

鳥獣侵入防止柵 55.0 30.0 15.0 － 地元管理組合 維持管理規定

小計 1,628,000 

特認 (千円)

笛吹市 296,850 264,545 32,305

その他

測量及び試験費 217,000 

用地買収補償費 107,000 

換地費 27,000 

小計 351,000 

合計 1,979,000 

法手続き

資
金
計
画

地元負担
区分

負担金
資金調達区分

備考
(資金名簿)自己資金

起債又は
借入金

受益者
負担金

効用

工期 平成26年度 ～ 令和9年度　14カ年

費
用
の
負
担
方
法

事業区分 事業種類
負担区分(％)

予定管理者 予定管理方法

中山間地域
総合整備

受益
面積等

事
業
内
容

事業種類 単価 事業量 事業費
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(様式－５)

黒駒東地区

第3条2項

(1)面積の変更

ア 受益面積の変更　……　該当なし

事業施工にかかる地域の変更であってこれに 0.0% ＜ 10%

伴う受益の増又は減が10％以上となる場合。

ただし、受益面積の増又は減が10haに満た

ない場合はこの限りでない。

イ 事業目的別面積の変更……該当なし

事業目的別面積又は造成農地の利用区分別

面積のそれぞれの増減が20％以上となる ①用排水路　……　該当なし

場合及びその位置が著しく変動する場合。 19.2% ＜ 20%

ただし、それぞれの増減が受益面積全体の

10％又は10haに満たない場合はこの限り ②農 道　……　該当なし

でない。 7.9% ＜ 20%

③区画整理　……　該当なし

10.8% ＜ 20%

④鳥獣害防止柵　……　該当なし

0.0% ＜ 20%

計 画 変 更 の 要 旨

該 当 項 目 変　更　を　要　す　る　理　由 変　　更　　内　　容 備　　考

変　更　前 変　更　後 増　減 増　減　率

ha 0.0 %

工　種 変　更　前 変　更　後 増　減 増　減　率

全体 74.2 ha 74.2 ha 0.0

ha △ 19.2 %

農道 22.8 ha 21.0 ha △ 1.8 ha

用排水路 5.2 ha 4.2 ha △ 1.0

△ 7.9 %

区画整理 10.2 ha 9.1 ha △ 1.1 ha △ 10.8 %

鳥獣害防止柵 74.2 ha 74.2 ha 0.0 ha 0.0 %
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(様式－５)

黒駒東地区

計 画 変 更 の 要 旨

該 当 項 目 変　更　を　要　す　る　理　由 変　　更　　内　　容 備　　考

第3条2項

(2)主要工事計画の変更

農林水産省告示第1272号

農林水産大臣が定める主要工事のうち

一

(二)農業用用排水路

イ (ア)総延長の20%以上の変更 用排水路延長の変更　……　該当あり

21.4% ＞ 20%

・精査及び用地買収困難路線の廃止

　による延長の減。

(三)農業用道路

イ (ア)総延長の20%以上の変更 農道延長の変更　……　該当なし

17.5% ＜ 20%

路　線　名 変　更　前 変　更　後 増　減 増　減　率

m △ 3.3 %

用排水路2号 154 m 0 m △ 154 m

用排水路1号 669 m 647 m △ 22

%

路　線　名 変　更　前 変　更　後 増　減 増　減　率

△ 100.0 %

合計 823 m 647 m △ 176 m △ 21.4

m △ 16.8 %

農道2号 669 m 647 m △ 22 m

農道1号 1,052 m 875 m △ 177

△ 3.3 %

農道3号 343 m 344 m 1 m 0.3 %

農道4号 531 m 563 m 32 m 6.0 %

m △ 20.9 %

農道6号 381 m 172 m △ 209 m

農道5号 249 m 197 m △ 52

△ 54.9 %

農道7号 209 m 204 m △ 5 m △ 2.4 %

農道8号 408 m 167 m △ 241 m △ 59.1 %

m △ 17.5 %合計 3,842 m 3,169 m △ 673
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(様式－５)

黒駒東地区

計 画 変 更 の 要 旨

該 当 項 目 変　更　を　要　す　る　理　由 変　　更　　内　　容 備　　考

(四)農用地の保全又は利用上必要な施設

イ 受益面積の20%以上の変更 鳥獣害防止柵受益面積の変更　……　該当なし

0.0% ＜ 20%

(五)農用地の改良又は保全のため必要な施設

イ 受益面積の20%以上の変更 区画整理受益面積の変更　……　該当なし

10.8% ＜ 20%

路　線　名 変　更　前 変　更　後 増　減 増　減　率

ha 0.0 %

路　線　名 変　更　前 変　更　後 増　減 増　減　率

鳥獣害防止柵 74.2 ha 74.2 ha 0.0

ha △ 21.4 %

区画整理2工区 4.6 ha 4.1 ha △ 0.5 ha

区画整理1工区 2.8 ha 2.2 ha △ 0.6

△ 10.9 %

区画整理3工区 1.7 ha 1.7 ha 0.0 ha 0.0 %

区画整理4工区 1.1 ha 1.1 ha 0.0 ha 0.0 %

ha △ 10.8 %合計 10.2 ha 9.1 ha △ 1.1
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(様式－５)

黒駒東地区

計 画 変 更 の 要 旨

該 当 項 目 変　更　を　要　す　る　理　由 変　　更　　内　　容 備　　考

第3条2項 単位：千円

(3)事業費の変更 総事業費の変更　……　該当あり

農林水産省告示第1272号 24.8% ＞ 10%

三

農林水産大臣が定める主要工事計画に関わる ・農道工における地質調査結果に基づく橋台の

事業費の10%以上の変動 　杭基礎の追加や区画整理工における地元協議

　による盛土量増加等による事業量の増。

工種 変更前 変更後 自然増 工法変更 事業量変更

農道 642,000 971,000 111,000 377,000 △ 159,000

用排水路 20,000 44,000 30,000 0 △ 6,000

鳥獣害防止柵 153,000 188,000 62,000 0 △ 27,000

区画整理 283,000 425,000 61,000 92,000 △ 11,000

用地買収補償費 116,000 107,000 0 0 △ 9,000

測量試験費 133,000 217,000 0 84,000 0

合計 1,374,000 1,979,000 264,000 553,000 △ 212,000

換地費 27,000 27,000 0 0 0

自然増 ＝ 264,000 千円

工法変更 ＝ 553,000 千円

当初事業費 ＝ 1,374,000 千円

変更事業費 ＝ 1,979,000 千円

＝
1,979,000－(1,374,000+264,000)

1,374,000

＝ 24.8% ＞ 10%

事業量変更 ＝ △212,000 千円

変動率 ＝
変更事業費－(当初事業費＋自然増減＋その他）

当初事業費
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様式-5-1

進捗率 局の審査結果

(R6迄)

(％)

用排水路 823 m 用排水路 647 m

農道 3,842 m 農道 3,169 m

区画整理 11.5 ha 区画整理 10.6 ha

鳥獣侵入防止柵 10,141 m 鳥獣侵入防止柵 8,885 m

変更前 変更後 変更前 変更後

計画変更
年度

(ha)

1回

要件
投資効率

主要工事計画

令和7年度　補助金を受ける農業農村整備事業(土地改良事業を除く。)の計画変更地区一覧表

事業名
県
名

地区名 所在地

着
工
年
度

完了年度
事業費 受益面積

留意事項
及び

計画変更概要当初変更

(百万円)

数量2回 3回

変更前 変更後

変更前 変更後 工種 数量 工種

面
積
の
変
動

変
動

事
業
費
の

著
し
い
変
更

主
要
工
事
の

74.2
中山間地
域総合整
備事業

山
梨
県

黒駒東
笛吹市
御坂町
上黒駒

H26 R7 R9 1,374 1,979 74.2 77.0

令
和
7
年
度

○ ○
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様式-5-2
フリガナ

地区名

作付面積(ha)単収(kg/10a)作付面積(ha)単収(kg/10a) 作付面積(ha)単収(kg/10a)作付面積(ha)単収(kg/10a)

田

畑

もも 40.1 1,495 43.8 1,615 もも 37.3 915 40.8 984 

現計画 変更計画 すもも 2.0 874 2.2 926 すもも 2.7 636 3.0 677 

R7 R9 ぶどう 23.8 1,164 26.0 1,257 ぶどう 27.2 895 29.7 962 

うめ 2.0 423 2.2 470 うめ 0.7 352 0.7 396 

67.9 3,956 74.2 4,268 計 67.9 2,798 74.2 3,019 

現計画 変更計画 増減 増減(％)

74.2 74.2 0.0 0.0 

5.2 4.2 △1.0 △19.2 

22.8 21.0 △1.8 △7.9 

10.2 9.1 △1.1 △10.8 

74.2 74.2 0.0 0.0 

－ － 

本事業 関連事業 計

現計画 1,374 9 1,383 

変更計画 1,979 － 1,979 効果額 増加所得額 効果額 増加所得額

国 県 市町村 地元 10a当り(円) 64,229 69,121 60,299 63,775 年償還額

現計画 756 412 184 23 30,997 5,391 5,391 3,500 299 (千円/年) 1,731 2,713 

変更計画 － 25,314 25,314 23,416 23,416 

△3,269 △2,290 △4,807 △3,319 

66,696 66,696 46,356 － 2,333 3,656 

－ － － － (円/年)

3,236 3,236 3,513 － 所得償還率

－ － － － (％) 0.9 2.5 

－ － － － 

823 m 647 m － － － － 

3,842 m 3,169 m － － － － 

11.5 ha 10.6 ha － － － － 

10,141 m 8,885 m － － － － 

－ － － － 総便益額

－ － － － (百万円) 2,737 3,600 

－ － － － 

－ － － － 

－ － － － 1.76 1.39 

－ － 5,635 － 

161,597 167,468 137,912 84,171 

(特記事項を記載)

注１：変更手続の欄には、手続結果を記載し、予定の場合は括弧書きで記載する。（公文報告の様式に記載する事項を記載する。）

注２：その他事業の変更の欄は、関連する事業（ソフト等を含む）の変更がある場合に記入する。（ハードの場合は特記する事項（国営の事業計画やその他関連事業の大幅な変更）がある場合のみ）

注３：事業効果の欄について、書ききれない場合は（総合整備事業など）、別紙も可（様式5-2-1を参照）

注４：マスタ－プラン等の策定の欄については、事業計画との整合を図った時点のものを記載する。計画変更時点に改訂版との整合を図ったものについては、改訂を記載する。

注５：マスタ－プラン等の策定の欄について、Ｈ１３年度以前の採択地区で現計画策定時にマスタ－プラン等の整合を図っていない場合については、無記入とする。

注６：配慮内容の欄について、Ｈ１３年度以前の採択地区については、実施段階での環境への取り組み等があれば記載する。（環境創造区域、環境配慮区域の区分は行わない。）

補助金を受ける農業農村整備事業(土地改良事業を除く。)の計画変更地区概要表(全体概要)

局名 関東
県名

(支庁名)
山梨県

クロコマヒガシ

土
地
利
用
生
産
計
画

地目

現計画 変更計画

H25.3.29
変更計画

確定年月日
-

関連事業 －

計

計画

所在地 笛吹市御坂町上黒駒

事業名 中山間地域総合整備事業

樹
園
地

採択年度 H25
完了予定

年度
現計画

確定年月日

黒駒東
主要作物

現況 計画
主要作物

現況

環境創造
区域

環境創造
区域

該当なし

農道

備考
環
境
と
の
調
和
へ
の
配
慮

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗ
ﾝ等の策

定

現計画における配慮内容

区画整理

環境配慮
区域

環境配慮
区域

　残事業分については、生態系に配慮した構造・施工
とする。

事業費
(百万円)

本事業10a当り 備考

1,864 千円

受
益
面
積

(ha) 配
慮
内
容

現計画 変更計画 備考
2,667 千円

鳥獣侵入防止柵

変更計画における配慮内容

全体

御坂町
笛吹市

(旧御坂町)
平成14年7月用排水路

負担額
(百万円)

備考 作物生産効果

品質向上効果

効果項目別内訳
現計画(千円) 変更計画(千円)

営農経費節減効果

計画内容

現計画 変更計画 維持管理費節減効果 10a当り
年償還額(計画書の概要を記載) 土地基盤を整備することにより、農用地の利用

効率の向上、農業生産性の向上、農産物の円滑
な輸送を図るとともに、観光農園や観光資源等
の地域資源を活用した都市との交流の促進、ワ
イン産業や観光産業との連携を推進する。

走行経費節減効果

土地基盤を整備することにより、農用地の利用効率の向上、農業生産性の向

上、農産物の円滑な輸送を図るとともに、観光農園や観光資源等の地域資源を

活用した都市との交流の促進、ワイン産業や観光産業との連携を推進する。

耕作放棄防止効果

災害防止効果(農業)

農業労働環境改善効果

主要工事

(主要工種を記載) 災害防止効果(一般)

用排水路 用排水路 地域用水効果

農道 農道 一般交通経費節減効果

総費用
総便益比

都市・農村交流効果

国産農産物安定供給効果

非農用地等創設効果

災害防止効果(公共)

その他事業の
変更

事業名 現計画 変更計画

備考

効
果
な
ど

合計

水源かん養効果

景観・環境保全効果

区画整理 区画整理 地積確定効果

鳥獣侵入防止柵 鳥獣侵入防止柵 工区度造成効果
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様式5-2-1 変更前

山梨県 地区名 事業主体 事業型

③＝①＋②

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨＝⑧÷③

⑩＝④÷⑥

⑪＝④÷⑦

年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額

64,229 69,121 4,145 4,454 － － － － 60,084 64,667 

5,391 5,391 － － 5,391 5,391 － － － － 

25,314 25,314 － － － － 18,226 18,226 7,088 7,088 

△3,269 △2,290 △152 51 △297 479 － － △2,820 △2,820 

66,696 66,696 － － 66,696 66,696 － － － － 

158,361 164,232 3,993 4,505 71,790 72,566 18,226 18,226 64,352 68,935 － － 

－ － － － － － － － － － 

3,236 3,236 581 581 － － 2,655 2,655 － － 

－ － － － － － － － － － 

3,236 3,236 581 581 － － 2,655 2,655 － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

161,597 167,468 4,574 5,086 71,790 72,566 20,881 20,881 64,352 68,935 － － 

年効果額及び年増加所得額の内訳

地区全体 用排水路 農道 区画整理 鳥獣侵入防止柵

評価期間(当該事業の工事期間＋40年)

年増加農業所得額

現況年総農業所得額

年総効果(便益)額

32,191 155,851 32,619 

161,597 4,574 71,790 20,881 64,352 

167,468 5,086 72,566 20,881 68,935 

1.76 

投資効率及び所得償還率

総費用(現在価値化)

当該事業による費用

その他費用

増加所得償還率

総所得償還率

総費用総便益比

総便益額(現在価値化)

割引率

－ 

1,228,589 38,870 770,366 295,903 123,450 

年償還額

1,547,287 71,061 926,217 328,522 221,487 

318,698 

－ 

98,037 

1,731 － － 1,731 － 

－ 

190,216 － － － － － 

0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 

46 46 46 46 46 

1.24 1.36 1.14 4.54 

2,736,590 88,191 1,264,731 377,037 1,006,631 

小計

耕作放棄防止効果

災害防止効果(農業)

食糧の安定
供給の確保
に関する効

果

農業の持続
的発展に関
する効果

農村の振興
に関する効

果

平成25年度　中山間地域総合整備事業　計画変更地区に係る経済効果の測定全体総括表

計

多面的機能
の発揮に関
する効果

(単位：千円)

作物生産効果

品質向上効果

1.0 － － 8.3 － 

0.9 － － － － － 

その他の効
果 小計

国産農産物安定供給効果

黒駒東 山梨県都道府県名 生産基盤型

国土造成効果

非農用地等創設効果

小計

小計

都市・農村交流効果

景観・環境保全効果

水源かん養効果

災害防止効果(公共)

農業労働環境改善効果

小計

災害防止効果(一般)

地域用水効果

一般交通経費節減効果

地積確定効果

営農経費節減効果

維持管理費節減効果

走行経費節減効果
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様式5-2-1 変更後

山梨県 地区名 事業主体 事業型

③＝①＋②

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨＝⑧÷③

⑩＝④÷⑥

⑪＝④÷⑦

年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額 年効果額 年増加所得額

60,299 63,775 4,367 4,417 － － 9,475 － 46,457 59,358 

3,500 299 － － 3,500 299 － － － － 

23,416 23,416 － － － － 15,570 15,570 7,846 7,846 

△4,807 △3,319 △109 － △1,406 △111 △84 － △3,208 △3,208 

46,356 － － － 46,356 － － － － － 

128,764 84,171 4,258 4,417 48,450 188 24,961 15,570 51,095 63,996 － － 

－ － － － － － － － － － 

3,513 － － － － － 3,513 － － － 

－ － － － － － － － － － 

3,513 － － － － － 3,513 － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

5,635 － 263 － － － 571 － 4,801 － 

5,635 － 263 － － － 571 － 4,801 － － － 

137,912 84,171 4,521 4,417 48,450 188 29,045 15,570 55,896 63,996 － － 

令和7年度　中山間地域総合整備事業　計画変更地区に係る経済効果の測定全体総括表

都道府県名 黒駒東 山梨県 生産基盤型 (単位：千円)

総費用(現在価値化) 2,585,964 123,480 1,511,630 567,070 383,784 － 

投資効率及び所得償還率 地区全体 用排水路 農道 区画整理 鳥獣侵入防止柵

その他費用 332,413 51,087 95,106 44,530 141,690 

当該事業による費用 2,253,551 72,393 1,416,524 522,540 242,094 

年総効果(便益)額 137,912 4,521 48,450 29,045 55,896 － 

年償還額 2,713 － － 2,713 － 

年増加農業所得額 84,171 4,417 188 15,570 63,996 － 

現況年総農業所得額 110,267 23,712 35,474 16,856 110,267 

割引率 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 

評価期間(当該事業の工事期間＋40年) 54 54 54 54 54 

総費用総便益比 1.39 1.28 1.10 1.31 2.66 

総便益額(現在価値化) 3,600,304 159,190 1,673,462 744,783 1,022,869 

年効果額及び年増加所得額の内訳

食糧の安定
供給の確保
に関する効

果

作物生産効果

品質向上効果

営農経費節減効果

維持管理費節減効果

走行経費節減効果

小計

－ 

増加所得償還率 3.2 － － 17.4 － 

総所得償還率 2.5 － － 16.1 － 

農業の持続
的発展に関
する効果

耕作放棄防止効果

災害防止効果(農業)

農業労働環境改善効果

小計

農村の振興
に関する効

果

災害防止効果(一般)

地域用水効果

一般交通経費節減効果

地積確定効果

その他の効
果

国産農産物安定供給効果

小計

計

国土造成効果

非農用地等創設効果

小計

多面的機能
の発揮に関
する効果

災害防止効果(公共)

水源かん養効果

景観・環境保全効果

都市・農村交流効果

小計
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様式-6

中山間地域総合整備事業

公告事業費
有資格者

数
同意者数 同意率

開始年月日 ～ 完了年月日 (百万円) (人) (人) (％)

用排水路

農道

黒駒東 区画整理 ～ 1,979 149 － 

鳥獣侵入防止柵

山
梨
県

令和7年度　「変更計画の確定(法手続完了)状況報告」

県
名

備考
変更計画の
確定年月日

異議申立が
あった場合
はその決定

年月日

縦覧計画変更
決定年月日

申請年月日
変更後の

計画概要の
公告年月日

工種地区名
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関 東 農 政 局

令和7年度 計画変更

中山間地域総合整備事業

経済効果変更前･変更後比較表

黒駒東
くろこまひがし

地区

（　山　梨　県　）



単位：千円

当初 変更後 当初 変更後 当初 変更後

158,361 128,764 △29,597 △18.7 ％ 164,232 84,171 △80,061 △48.7 ％ 2,678,205 3,412,166 733,961 27.4 ％

作物生産効果 64,229 60,299 △3,930 △6.1 ％ 69,121 63,775 △5,346 △7.7 ％ 1,021,892 1,337,537 315,645 30.9 ％ 工種毎に記載

品質向上効果 5,391 3,500 △1,891 △35.1 ％ 5,391 299 △5,092 △94.5 ％ 94,298 118,186 23,888 25.3 ％ 〃

営農経費節減効果 25,314 23,416 △1,898 △7.5 ％ 25,314 23,416 △1,898 △7.5 ％ 438,615 466,671 28,056 6.4 ％ 〃

維持管理費節減効果 △3,269 △4,807 △1,538 △47.0 ％ △2,290 △3,319 △1,029 △44.9 ％ △52,293 △113,768 △61,475 △117.6 ％ 〃

営農に係る走行経費節減効果 66,696 46,356 △20,340 △30.5 ％ 66,696 － △66,696 △100.0 ％ 1,175,693 1,603,540 427,847 36.4 ％ 〃

農業の持続的発展に関する効果 3,236 3,513 277 8.6 ％ 3,236 － △3,236 △100.0 ％ 58,385 70,915 12,530 21.5 ％

耕作放棄防止効果 － － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(農業関係資産) 3,236 3,513 277 8.6 ％ 3,236 － △3,236 △100.0 ％ 58,385 70,915 12,530 21.5 ％ 工種毎に記載

農業労働環境改善効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(一般資産) － － － － － － － － － － － － 

地域用水効果 － － － － － － － － － － － － 

一般交通等経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

地籍確定効果 － － － － － － － － － － － － 

国土造成効果 － － － － － － － － － － － － 

非農用地等創設効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果（公共資産） － － － － － － － － － － － － 

水源かん養効果 － － － － － － － － － － － － 

景観・環境保全効果 － － － － － － － － － － － － 

都市・農村交流促進効果 － － － － － － － － － － － － 

－ 5,635 5,635 － － － － － － 117,223 117,223 － 

国産農産物安定供給効果 － 5,635 5,635 － － － － － － 117,223 117,223 － 項目追加

当該事業による費用

その他費用

総便益額

総費用総便益比

その他効果

多面的機能の発展に関する効果

農村の振興に関する効果

食糧の安定供給の確保に関する効果

経済効果変更前･変更後比較表(全体)

増減理由
総便益額(現在価値化)年増加所得額

区分
年効果額

増減増減増減

区分 増減変更後当初

1,547,287 2,585,964 67.1 ％1,038,677 総費用

31.6 ％

△0.37 △21.0 ％

1,228,589 2,253,551 

318,698 332,413 

1,024,962 83.4 ％

13,715 4.3 ％

2,736,590 3,600,304 

1.76 1.39 

863,714 

2-1



単位：千円

当初 変更後 当初 変更後 当初 変更後

3,993 4,258 265 6.6 ％ 4,505 4,417 △88 △2.0 ％ 79,101 149,927 70,826 89.5 ％

作物生産効果 4,145 4,367 222 5.4 ％ 4,454 4,417 △37 △0.8 ％ 82,024 153,771 71,747 87.5 ％ 作物単価の増、純益率の増

品質向上効果 － － － － － － － － － － － － 

営農経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

維持管理費節減効果 △152 △109 43 28.3 ％ 51 － △51 － △2,923 △3,844 △921 △31.5 ％ 支線排水路２号の廃止

営農に係る走行経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

農業の持続的発展に関する効果 581 － △581 △100.0 ％ 581 － △581 △100.0 ％ 9,090 － △9,090 △100.0 ％

耕作放棄防止効果 － － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(農業関係資産) 581 － △581 △100.0 ％ 581 － △581 △100.0 ％ 9,090 － △9,090 △100.0 ％ 支線排水路２号の廃止

農業労働環境改善効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(一般資産) － － － － － － － － － － － － 

地域用水効果 － － － － － － － － － － － － 

一般交通等経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

地籍確定効果 － － － － － － － － － － － － 

国土造成効果 － － － － － － － － － － － － 

非農用地等創設効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果（公共資産） － － － － － － － － － － － － 

水源かん養効果 － － － － － － － － － － － － 

景観・環境保全効果 － － － － － － － － － － － － 

都市・農村交流促進効果 － － － － － － － － － － － － 

－ 263 263 － － － － － － 9,263 9,263 － 

国産農産物安定供給効果 － 263 263 － － － － － － 9,263 9,263 － 項目追加

当該事業による費用

その他費用

総便益額

総費用総便益比

経済効果変更前･変更後比較表(用排水路)

区分
年効果額 年増加所得額 総便益額(現在価値化)

増減理由
増減 増減 増減

食糧の安定供給の確保に関する効果

農村の振興に関する効果

多面的機能の発展に関する効果

その他効果

区分 変更後 増減

総費用 71,061 123,480 52,419 73.8 ％

当初

38,870 72,393 33,523 86.2 ％

32,191 51,087 18,896 58.7 ％

88,191 159,190 70,999 80.5 ％

1.24 1.28 0.04 3.2 ％
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単位：千円

当初 変更後 当初 変更後 当初 変更後

71,790 48,450 △23,340 △32.5 ％ 72,566 188 △72,378 △99.7 ％ 1,264,731 1,673,462 408,731 32.3 ％

作物生産効果 － － － － － － － － － － － － 

品質向上効果 5,391 3,500 △1,891 △35.1 ％ 5,391 299 △5,092 △94.5 ％ 94,298 118,186 23,888 25.3 ％ 受益面積の減、作物単収の減

営農経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

維持管理費節減効果 △297 △1,406 △1,109 △373.4 ％ 479 △111 △590 △123.2 ％ △5,260 △48,264 △43,004 △817.6 ％
消費者物価指数の増、労務単価
の増

営農に係る走行経費節減効果 66,696 46,356 △20,340 △30.5 ％ 66,696 － △66,696 △100.0 ％ 1,175,693 1,603,540 427,847 36.4 ％
路線延長の減、受益面積の減、
作物単収の減、堆肥施肥量の減

農業の持続的発展に関する効果 － － － － － － － － － － － － 

耕作放棄防止効果 － － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(農業関係資産) － － － － － － － － － － － － 

農業労働環境改善効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(一般資産) － － － － － － － － － － － － 

地域用水効果 － － － － － － － － － － － － 

一般交通等経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

地籍確定効果 － － － － － － － － － － － － 

国土造成効果 － － － － － － － － － － － － 

非農用地等創設効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果（公共資産） － － － － － － － － － － － － 

水源かん養効果 － － － － － － － － － － － － 

景観・環境保全効果 － － － － － － － － － － － － 

都市・農村交流促進効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

国産農産物安定供給効果 － － － － － － － － － － － － 

当該事業による費用

その他費用

総便益額

総費用総便益比

経済効果変更前･変更後比較表(農道)

区分
年効果額 年増加所得額 総便益額(現在価値化)

増減理由
増減 増減 増減

食糧の安定供給の確保に関する効果

農村の振興に関する効果

多面的機能の発展に関する効果

その他効果

区分 変更後 増減

総費用 926,217 1,511,630 585,413 63.2 ％

当初

770,366 1,416,524 646,158 83.9 ％

155,851 95,106 △60,745 △39.0 ％

1,264,731 1,673,462 408,731 32.3 ％

1.36 1.10 △0.26 △19.1 ％
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単位：千円

当初 変更後 当初 変更後 当初 変更後

18,226 24,961 6,735 37.0 ％ 18,226 15,570 △2,656 △14.6 ％ 327,742 653,765 326,023 99.5 ％

作物生産効果 － 9,475 9,475 － － － － － － 333,626 333,626 － 
付帯排水路による湿害防止効果
を追加

品質向上効果 － － － － － － － － － － － － 

営農経費節減効果 18,226 15,570 △2,656 △14.6 ％ 18,226 15,570 △2,656 △14.6 ％ 327,742 323,091 △4,651 △1.4 ％ 労務単価の増

維持管理費節減効果 － △84 △84 － － － － － － △2,952 △2,952 － 
付帯水路維持管理のための賦役
を追加

営農に係る走行経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

農業の持続的発展に関する効果 2,655 3,513 858 32.3 ％ 2,655 － △2,655 △100.0 ％ 49,295 70,915 21,620 43.9 ％

耕作放棄防止効果 － － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(農業関係資産) 2,655 3,513 858 32.3 ％ 2,655 － △2,655 △100.0 ％ 49,295 70,915 21,620 43.9 ％
労務単価の増、消費者物価指数
の増

農業労働環境改善効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(一般資産) － － － － － － － － － － － － 

地域用水効果 － － － － － － － － － － － － 

一般交通等経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

地籍確定効果 － － － － － － － － － － － － 

国土造成効果 － － － － － － － － － － － － 

非農用地等創設効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果（公共資産） － － － － － － － － － － － － 

水源かん養効果 － － － － － － － － － － － － 

景観・環境保全効果 － － － － － － － － － － － － 

都市・農村交流促進効果 － － － － － － － － － － － － 

－ 571 571 － － － － － － 20,103 20,103 － 

国産農産物安定供給効果 － 571 571 － － － － － － 20,103 20,103 － 項目追加

当該事業による費用

その他費用

総便益額

総費用総便益比

377,037 744,783 367,746 97.5 ％

1.14 1.31 0.17 14.9 ％

295,903 522,540 226,637 76.6 ％

32,619 44,530 11,911 36.5 ％

変更後 増減

総費用 328,522 567,070 238,548 72.6 ％

当初

食糧の安定供給の確保に関する効果

農村の振興に関する効果

多面的機能の発展に関する効果

その他効果

区分

経済効果変更前･変更後比較表(区画整理)

区分
年効果額 年増加所得額 総便益額(現在価値化)

増減理由
増減 増減 増減
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単位：千円

当初 変更後 当初 変更後 当初 変更後

64,352 51,095 △13,257 △20.6 ％ 68,935 63,996 △4,939 △7.2 ％ 1,006,631 935,012 △71,619 △7.1 ％

作物生産効果 60,084 46,457 △13,627 △22.7 ％ 64,667 59,358 △5,309 △8.2 ％ 939,868 850,140 △89,728 △9.5 ％ 作物単収の減

品質向上効果 － － － － － － － － － － － － 

営農経費節減効果 7,088 7,846 758 10.7 ％ 7,088 7,846 758 10.7 ％ 110,873 143,580 32,707 29.5 ％
労務単価の増、消費者物価指数
の増

維持管理費節減効果 △2,820 △3,208 △388 △13.8 ％ △2,820 △3,208 △388 △13.8 ％ △44,110 △58,708 △14,598 △33.1 ％ 維持管理費の増

営農に係る走行経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

農業の持続的発展に関する効果 － － － － － － － － － － － － 

耕作放棄防止効果 － － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(農業関係資産) － － － － － － － － － － － － 

農業労働環境改善効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果(一般資産) － － － － － － － － － － － － 

地域用水効果 － － － － － － － － － － － － 

一般交通等経費節減効果 － － － － － － － － － － － － 

地籍確定効果 － － － － － － － － － － － － 

国土造成効果 － － － － － － － － － － － － 

非農用地等創設効果 － － － － － － － － － － － － 

－ － － － － － － － － － － － 

災害防止効果（公共資産） － － － － － － － － － － － － 

水源かん養効果 － － － － － － － － － － － － 

景観・環境保全効果 － － － － － － － － － － － － 

都市・農村交流促進効果 － － － － － － － － － － － － 

－ 4,801 4,801 － － － － － － 87,857 87,857 － 

国産農産物安定供給効果 － 4,801 4,801 － － － － － － 87,857 87,857 － 項目追加

当該事業による費用

その他費用

総便益額

総費用総便益比

1,006,631 1,022,869 16,238 1.6 ％

4.54 2.66 △1.88 △41.4 ％

123,450 242,094 118,644 96.1 ％

98,037 141,690 43,653 44.5 ％

変更後 増減

総費用 221,487 383,784 162,297 73.3 ％

当初

食糧の安定供給の確保に関する効果

農村の振興に関する効果

多面的機能の発展に関する効果

その他効果

区分

経済効果変更前･変更後比較表(区画整理)

区分
年効果額 年増加所得額 総便益額(現在価値化)

増減理由
増減 増減 増減
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関 東 農 政 局

令和7年度 計画変更

中山間地域総合整備事業

変更後の計画概要表

黒駒東
くろこまひがし

地区

（　山　梨　県　）



項目

区分
ha ha ha 千円 千円 千円

ha ha ha 千円 千円 千円

区分 事業種
ha ha ha ha ha ha ha

ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha

ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha

百万円

事業

区分 百万円

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

百万円

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

百万円

区別

事業種 百万円

ha ha ha ha ha ha 百万円 千円

百万円

ha ha ha ha ha ha 百万円 千円

百万円

ha ha ha ha ha ha 百万円 千円

ha ha ha ha ha ha 百万円 千円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

ha ha ha ha ha ha 百万円 千円

ha ha ha ha ha ha 百万円 千円

ha ha ha ha ha ha 百万円 千円

ha ha ha ha ha ha 百万円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

mm～mm m
3
/日

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

km
2 mm/日 m

3
/s/km m

3
/s

ha ha

百万円 百万円 百万円 % % 百万円 千円 円

m %

m % ha 百万円 %

m %

m m m m %以内 cm % mm/日 cm m

cm cm cm cm

ha ha ha ha % %

cm cm

% %未満 cm kg/10a kg/10a kg/10a mg/100g %

百万円 % 百万円

% ha

m m m m

戸 頭 頭 人 L/s L/s

振
り
分
け

転作作物

達成率

転換面積

畑転 輪換畑 その他 計 稲転率

－ 

共同事業費

事業管理計画(変更)

事業費年月日

85条

概要公告

85条申請109 人

100.0 %

186 戸

186 人

戸109 

109 人 186 人 73 人

100.0 % 100.0 % 100.0 %

73 現在

有資格者数

100.0 % 100.0 %

149 人人 149 人 368 人－ 人

149 戸 368 戸－ 戸

－ %

～

農業用用排水 農道 区画整理 鳥獣防止柵 全体 重複同意状況

－ 人 149 人 368 人

工期事業主体 進捗率

149 人

73 戸 149 戸

本事業との関連事業費受益面積事業･地区名

110 3,600 2,586 2,713 3,656 1.39 2.5 3.2 34 

総便益額

(現在価値化)

総費用

(現在価値化)

総費用

総便益比

総所得

償還率

増加所得

(第１回変更)　令和7年度計画変更　中山間地域総合整備事業　概要表

環
境

主
要
工
事

営
農

経
済
効
果

(

千
円

)

関
連
事
業

0.008 ～

備考

法
手
続

稲
転
計
画

共
同
費
用

前
歴
事
業

協
議

専門技術者名(登録番号)

事業種

受益戸数

同意率

同意者数

負担額負担割合振り分け方式

0.53

～

0.76

単位排水量 単位排水量

～0.107 

計画基準雨量

160.5 

流出計算法

合理式

流域面積 流出

現況 計画

－ (13.1)
13.7 26.7 0.21 1.47～

湛水(湿害)面積

ha

33.5 

－ 

－ 

74.2 － － 百万円1,979 

かんがい時間

h

かんがい効率
%

かんがい方式

ローテーション

ブロック面積

間断日数

日

千円2,667 

多目的･自動化

～

－ ha ha

～

取水量
日消費水量 かんがい機関

組織容量(1/S/ha)水源及び

－ － 33.5 

－ － 74.2 

(重複分)

58 

1,238 

－ － 8.3 － － 497 

74.2 － 

186 

ha ha ha ha

農道

普通畑 牧草地 樹園地 水田 採草放牧 小計

－ 4.2 － － 

－ － 21.0 

4.2 

21.0 － － 

9R～H 26

小計
合計

関連事業

全体

都道府県名

計画

事
業
の
目
的

－ － 

本事業費 地方事務費 小計
上位 下位

－ 74.2 － 

地
域
指
定

計
山林 道･水路 非農

採草放牧 小計 原野 用地 地区

　本地区は中山間地の急傾斜地に位置しているため農業基盤整備が遅れており、狭小不整地なほ場や幅員・断面不足や未整備の農道･用排水路といった厳しい営農
環境に加え、深刻な獣害被害により営農への意欲が低下し、耕作放棄地の増加･荒廃が進行している。このため、本事業で農業基盤を整備して営農環境を向上させ
るとともに、獣害の被害を減らして意欲を向上させることにより、農業生産性の向上、農地の保全及び新たな担い手確保の推進を図り、都市住民との交流や文化の
向上を図り、現在の営農形態の維持発展を進めることによる地域の活性化が必要となっている。

現況

農用地

50 ×

客
土

目
的

～

農
道

区
画
整
理

土
層
改
良

農
用
地
造
成

現況密度

現況 計画

除礫施工深

耕区 ほ区

標準区画

混層耕

車道幅員

5.5m以上

4.5～5.5m

3.0～4.5m

m/ha

As

－ 

1

×

標準区画

受益戸数
乳牛 肉牛

－ 74.2 

－ 

2,177 

2,667 267 2,934 

－ 

普通畑 牧草地

－ 
10a当り(千円)

農業用用排水

山梨県
( ふりがな )

地区名 黒　駒　東

( くろこまひがし ) ( ふりがな )

所在地

整
備
水
準
の
概
要

畑
地
か
ん
が
い

明
渠
排
水

ほ区 農
地
保
全

受益面積

計

水田

対象作物

×20

－ 

営
農
用
水

×

耕区

面
積

事
業
費

事
業
種
別
受
益
面
積

農
業
生
産
基
盤

環
境
基
盤

基幹畑作物

令和　　年　　月　　日

名称

農業振興地域

農振認可

夏秋きゅうり

特定農山村

指定年

H17

H19

S41

H5

事業名 地区名 工期

～

工種及び事業量

道路(県道)協議 山梨県峡東建設事務所 笛吹市教育委員会埋蔵文化財協議

現況 計画

もも

すもも

ぶどう

うめ

もも

すもも

ぶどう

うめ

参加部門 共同施設の内容

償還率

地元負担

年償還額

10a当り

年償還額
地元負担額

現況

年総農業所得額

名称 指定年

農道

区画整理

鳥獣侵入防止柵

工事費

35 

981 

422 

175 

1,613 

内容

 用排水路　1路線　L＝ 647 m

 農道　8路線　L＝ 3,169 m

 区画整理　4工区　A＝ 10.6 ha

 鳥獣侵入防止柵　1路線　L＝ 8,885 m

戸当り経営規模 経済地帯区分

経営目標及び課題

中間農業地域

現況

計画

田畑 樹園地 計 農業

農業労力の負担の軽減と省力化
農業所得の安定化･増加

781 1,927 

781 1,927 

農外 計

戸当り農業所得

1,146 

1,146 

－ 

用排水路 農道 区画整理 鳥獣防止 重複 計

21.0 9.1 74.2 34.3 74.2 
農振農用地

4.2 

区分

金額

測量試験費 機械器具費

－ 1.02 1.02 

－ 1.02 1.02 

区分

農業生産基盤

農業生産基盤

農業生産基盤

農業生産基盤

計

事業種

農業用用排水

営繕費 用地補償費 換地費 埋蔵文化財調査 工事費計

232 － － 117 17 － 1,979 

配慮内容
環境創造地区

環境配慮地区

工事の実施にあたり、環境に調和した工法を採用する。

工事の実施にあたり、環境に与える影響の緩和を図る等、環境に配慮する。

マスタープラン等の

策定状況

旧御坂町

H14.7

地域用水 一般交通災害(一般)労働改善災害(農業)耕作放棄走行経費

国産物安定

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

年総効果(便益)額

年増加農業所得額
計

10a当り

効果額･所得額

維持管理営農経費品質向上作物生産

所得額

効果額

農村の振興に関する効果農業の持続的発展に関する効果食料の安定供給の確保に関する効果

60,299 

63,775 

3,500 

299 

23,416 

23,416 

△4,807 

△3,319 

46,356 

－ 

－ 

－ 

3,513 

－ 

－ 

効果額

所得額

地積確定 国土造成 非農地創設 災害(公共) 水源かん養 景観・環境 交流促進

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 84,171 

185.9 

113.4 

5,635 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

農村の振興に関する効果 多面的機能の発揮に関する効果 その他効果

137,912 

工期
( ふえふきし　みさかまち )

笛吹市　御坂町

－ － 67.9 － － 67.9 － － 8.2 

樹園地

－ 1.9 

76.1 

76.1 

1,979 198 

－ － 

2,177 

2,934 

－ － 

－ － 

10a当り全体

1,381 

5,895 

5,988 

251 

－ 

－ 

8.3 

74.2 

－ 

区画整理

鳥獣侵入防止柵

m/ha

12 m/ha

Co

－ m/ha

－ m/ha

－ m/ha

G

－ 

－ 

－ 

m/ha

－ m/ha

－ m/ha

計

－ m/ha

1 m/ha

12 m/ha

As

－ m/ha

11 m/ha

24 m/ha

Co 全幅員/車道幅

5.0－ m/ha

－ m/ha

71 m/ha

G

－ m/ha

－ m/ha

－ m/ha

区分

支線

支線

/ 4.5

/

計画密度 路線計画

造成

4.0 / 3.5

計

－ m/ha

11 m/ha

95 m/ha

最大勾配路線数舗装区分

As 2 

As/Co 15 

11 

18 

計画 吸水渠

暗
渠

集団化の方法

農地の面的集積

集団化

率

表土扱い

理由

生産性の安定確保
25 86 

cm

勾配

8 

深さ 間隔深さ排水

心土

破砕

土壌改良

土壌改良剤投入 土壌改良目標

除礫

礫含有量

10a当り

客土量

客土厚

計画現況
粘土含有率
及び土性

計画現況作
土
深

t

工法機械等

pHその他リン酸炭カル破砕深 有効態リン酸 腐食含有量

地形勾配 被害状況

耕深 工法

用地等の整備 施設等

土地改良事業以外の事業対策

施設名 目的 施設名 目的

その他

家畜飼養頭数

原水処理の概要渇水量取水量施設名
給水人口営農用水使用目的






